
3

昭和31年 1 月24日第三種郵便物認可　令和 6年 3月 5日発行（隔月 1回 5日発行）「燈光」第69巻・第 2号

燈
　
　
光

燈
　
　
光

令
和
　
六
　
年

三
月
号

M
ar.  2024



—  2  —

き
ま
す
。

　

同
灯
台
は
株
式
会
社
た
つ
き
荘
が
経
営
す
る
、「
ホ
テ
ル
た

つ
き
」
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
ホ
テ
ル
従
業

員
に
よ
っ
て
、
灯
台
周

辺
の
草
刈
り
等
の
環
境

美
化
活
動
及
び
台
風
通

過
後
の
灯
火
確
認
を
行

う
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
従
来
の
活
動

に
加
え
て
、
航
路
標
識

の
知
識
の
普
及
及
び
啓

発
に
関
す
る
活
動
と
し

て
灯
台
の
一
般
公
開
、

宿
泊
者
向
け
の
プ
ラ
ン

　

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
令
和
６
年
２
月
１４
日
に
愛
知

県
蒲
郡
市
西
浦
町
に
位
置
す
る
橋
田
鼻
灯
台
の
航
路
標
識
協
力

団
体
と
し
て
、
株
式
会
社
た
つ
き
荘
を
指
定
し
、
２
月
１９
日
に

指
定
式
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　【
航
路
標
識
協
力
団
体
と
は
】

　

航
路
標
識
法
に
基
づ
き
、
管
区
海
上
保
安
本
部
長
が
指
定
し

た
団
体
で
あ
り
、
航
路
標
識
の
管
理
等
の
活
動
を
自
発
的
に
行

う
民
間
団
体
等
を
い
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
庁

か
ら
の
情
報
提
供
や
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、今
ま
で
以
上
に
円
滑
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
橋
田
鼻
灯
台
と
ホ
テ
ル
た
つ
き
】

　

橋
田
鼻
灯
台
は
、
三
河
湾
に
接
す
る
西
浦
半
島
に
位
置
し
、

昭
和
４６
年
３
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
上
か
ら
の
高
さ
は
１４

メ
ー
ト
ル
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
を
使
用
し
た
灯
台
で
は
愛
知
県
内
で

最
も
明
る
い
灯
台
で
あ
り
、
踊
り
場
か
ら
は
三
河
湾
を
一
望
で

　
航
路
標
識
協
力
団
体
の
指
定
式
を
行
い
ま
し
た

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
企
画
課

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
企
画
課

＜橋田鼻灯台とホテルたつき＞
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や
関
連
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
指
定
式
】

　

指
定
式
で
は
、
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
長
か
ら
指
定
証
を

交
付
し
、
名
古
屋
海
上
保
安
部
長
か
ら
灯
台
の
鍵
の
引
き
渡
し

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
談
会
に
お
い
て
も
、
灯
台
の
役

割
や
観
光
資
源
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
初
と
な
る
株
式
会
社
の
指

定
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
及
び
新
聞
の
取
材
も
入
り
、

夕
方
の
情
報
番
組
で
約
５
分
も
の
特
集
が
組
ま
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

【
更
な
る
指
定
に
向
け
て
】

　

船
舶
の
運
航
に
お
い
て
様
々
な
も
の
が
高
度
化
さ
れ
て
い
る

な
か
で
も
、
航
路
標
識
は
沿
岸
水
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
指
標

と
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
灯
台
の
歴
史
的

文
化
的
価
値
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
航
路
標
識
協
力
団
体
の
活

動
に
よ
り
、
灯
台
等
が
町
の
観
光
資
源
と
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
る
存
在
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
管
轄
内
で

は
５
団
体
が
４
箇

所
の
灯
台
に
お
い

て
活
動
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の

方
々
と
連
携
を
深

め
、
更
な
る
航
路

標
識
協
力
団
体
の

指
定
に
向
け
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

＜指定証の交付＞

＜鍵の引き渡し＞

＜集合写真＞
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航路標識協力団体一覧表

番　

号
航路標識協力団体の
名　　　称

航路標識協力団体の
所　在　地

航路標識の
名　　称

航路標識の
所　在　地

担当する管区本部及び
その事務所

管区本部 事務所

1 一般社団法人 石狩観光協会 北海道石狩市 石 狩 灯 台 北海道石狩市

第一管区
海上保安
本 部

小樽海上保安部

2 公益財団法人 知床財団 北海道斜里郡斜里町 宇登呂灯台 北海道斜里郡斜里町 紋別海上保安部

3 恵山岬灯台活用協議会 北海道函館市 恵山岬灯台 北海道函館市 函館海上保安部

4 初 山 別 村 北海道苫前郡初山別村 金比羅岬灯台 北海道苫前郡初山別村 留萌海上保安部

5 一般社団法人 
　北海道江差観光みらい機構 北海道檜山郡江差町 鴎 島 灯 台 北海道檜山郡江差町 函館海上保安部

6 実のなる杜推進協議会 北海道積丹郡積丹町 神威岬灯台 北海道積丹郡積丹町 小樽海上保安部

7 一般社団法人 
　七ヶ浜町観光協会 宮城県宮城郡七ヶ浜町 花 淵 灯 台 宮城県宮城郡七ヶ浜町

第二管区
海上保安
本 部

宮城海上保安部

8 公益社団法人 燈光会 東京都港区 尻屋埼灯台 青森県下北郡東通村 八戸海上保安部

9 公益社団法人 燈光会 東京都港区 入道埼灯台 秋田県男鹿市 秋田海上保安部

10 公益社団法人 燈光会 東京都港区 塩屋埼灯台 福島県いわき市 福島海上保安部

11 八　戸　市 青森県八戸市 鮫 角 灯 台 青森県八戸市 八戸海上保安部

12 特定非営利活動法人 
　庄内海浜美化ボランティア 山形県酒田市 酒 田 灯 台 山形県酒田市 酒田海上保安部

13 鼠ヶ関自治会 山形県鶴岡市 鼠ケ関灯台 山形県鶴岡市 酒田海上保安部

14 一般社団法人 浄土日和 岩手県宮古市 魹ケ埼灯台 岩手県宮古市 釜石海上保安部

15 普　代　村 岩手県下閉伊郡普代村 陸中黒埼灯台 岩手県下閉伊郡普代村 釜石海上保安部

16 大 船 渡 市 岩手県大船渡市 碁石埼灯台 岩手県大船渡市 釜石海上保安部

17 男　鹿　市 秋田県男鹿市 入道埼灯台 秋田県男鹿市 秋田海上保安部

18 剱埼灯台サポーター 神奈川県川崎市 剱 埼 灯 台 神奈川県三浦市

第三管区
海上保安
本 部

横須賀海上保安部

19 公益社団法人 燈光会 東京都港区 犬吠埼灯台 千葉県銚子市 銚子海上保安部

20 公益社団法人 燈光会 東京都港区 野島埼灯台 千葉県南房総市 千葉海上保安部

21 公益社団法人 燈光会 東京都港区 観音埼灯台 神奈川県横須賀市 横須賀海上保安部

22 公益社団法人 燈光会 東京都港区 初 島 灯 台 静岡県熱海市 下田海上保安部

23 公益社団法人 燈光会 東京都港区 御前埼灯台 静岡県御前崎市 清水海上保安部

24 勝　浦　市 千葉県勝浦市 勝 浦 灯 台 千葉県勝浦市 銚子海上保安部

25 ＮＰО太東埼燈台クラブ 千葉県いすみ市 太東埼灯台 千葉県いすみ市 銚子海上保安部

26 い す み 市 千葉県いすみ市 太東埼灯台 千葉県いすみ市 銚子海上保安部

27 一般社団法人 
　三宅島観光協会 東京都三宅島三宅村 伊豆岬灯台 東京都三宅村 下田海上保安部

28 一般社団法人 
　三宅島観光協会 東京都三宅島三宅村 サタドー岬灯台 東京都三宅村 下田海上保安部

29 南 伊 豆 町 静岡県賀茂郡南伊豆町 石廊埼灯台 静岡県賀茂郡南伊豆町 下田海上保安部

30 一般社団法人 美浜まちラボ 愛知県知多郡美浜町 野間埼灯台 愛知県知多郡美浜町

第四管区
海上保安
本 部

名古屋海上保安部

31 志摩市灯台活用推進協議会 三重県志摩市 大王埼灯台 三重県志摩市 鳥羽海上保安部

32 志摩市灯台活用推進協議会 三重県志摩市 安乗埼灯台 三重県志摩市 鳥羽海上保安部

33 公益社団法人 燈光会 東京都港区 大王埼灯台 三重県志摩市 鳥羽海上保安部

34 公益社団法人 燈光会 東京都港区 安乗埼灯台 三重県志摩市 鳥羽海上保安部

35 一般社団法人 じゃまテラス 三重県志摩市 大王埼灯台 三重県志摩市 鳥羽海上保安部

36 株式会社 たつき荘 愛知県蒲郡市 橋田鼻灯台 愛知県蒲郡市 名古屋海上保安部
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37 和歌山県立 　串本古座高等学校 和歌山県東牟婁郡串本町 樫野埼灯台 和歌山県東牟婁郡串本町
第五管区
海上保安
本 部

田辺海上保安部

38 公益社団法人 燈光会 東京都港区 潮 岬 灯 台 和歌山県東牟婁郡串本町 田辺海上保安部

39 特定非営利活動法人 
　日ノ岬・アメリカ村 和歌山県日高郡美浜町 紀伊日ノ御埼灯台 和歌山県日高郡日高町 田辺海上保安部

40 高　知　市 高知県高知市 高 知 灯 台 高知県高知市 高知海上保安部

41 一般社団法人 赤穂観光協会 兵庫県赤穂市 赤穂御埼灯台 兵庫県赤穂市 姫路海上保安部

42 一般社団法人 室戸市観光協会 高知県室戸市 室戸岬灯台 高知県室戸市 高知海上保安部

43 大崎上島町観光協会 広島県豊田郡大崎上島町 中ノ鼻灯台 広島県豊田郡大崎上島町

第六管区
海上保安
本 部

呉 海 上 保 安 部

44 公益財団法人 
　高松観光コンベンション・ビューロー 香川県高松市 高松港玉藻

防波堤灯台 香川県高松市 高松海上保安部

45 伊　方　町 愛媛県西宇和郡伊方町 佐田岬灯台 愛媛県西宇和郡伊方町 松山海上保安部

46 特定非営利活動法人 
　男木島観光協会 香川県高松市 男木島灯台 香川県高松市 高松海上保安部

47 一般社団法人 坂出市観光協会 香川県坂出市 鍋 島 灯 台 香川県坂出市 高松海上保安部

48 公益社団法人 燈光会 東京都港区  角 島 灯 台 山口県下関市

第七管区
海上保安
本 部

門司海上保安部

49 大分市関崎海星館指定管理者 
　大分エージェンシー株式会社 大分県大分市 関 埼 灯 台 大分県大分市 大分海上保安部

50 佐　伯　市 大分県佐伯市 水ノ子島灯台 大分県佐伯市 大分海上保安部

51 佐　伯　市 大分県佐伯市 鶴御埼灯台 大分県佐伯市 大分海上保安部

52 南 島 原 市 長崎県南島原市 口之津灯台 長崎県南島原市 長崎海上保安部

53 株式会社 
　ＫＰＧ　ＨＯＴＥＬ＆ＲＥＳＯＲＴ 長崎県長崎市 伊王島灯台 長崎県長崎市 長崎海上保安部

54 長　崎　市 長崎県長崎市 樺 島 灯 台 長崎県長崎市 長崎海上保安部

55 株式会社 テレビ長崎 長崎県長崎市 樺 島 灯 台 長崎県長崎市 長崎海上保安部

56 五　島　市 長崎県五島市 大瀬埼灯台 長崎県五島市 長崎海上保安部

57 日御碕を美しくする会 島根県出雲市 出雲日御碕灯台 島根県出雲市 第八管区
海上保安
本 部

境 海 上 保 安 部

58 公益社団法人 燈光会 東京都港区 出雲日御碕灯台 島根県出雲市 境 海 上 保 安 部

59 黒　部　市 富山県黒部市 生地鼻灯台 富山県黒部市

第九管区
海上保安
本 部

伏木海上保安部

60 漁村文化ミュージアム IKUJI協議会 富山県黒部市 生地鼻灯台 富山県黒部市 伏木海上保安部

61 狼煙観光協会 石川県珠洲市 禄剛埼灯台 石川県珠洲市 七尾海上保安部

62 角田浜観光協会 新潟県新潟市 角田岬灯台 新潟県新潟市 新潟海上保安部

63 珠　洲　市 石川県珠洲市 禄剛埼灯台 石川県珠洲市 七尾海上保安部

64 大島プロジェクト会議 宮崎県日南市 鞍 埼 灯 台 宮崎県日南市

第十管区
海上保安
本 部

宮崎海上保安部

65 公益社団法人 燈光会 東京都港区 都井岬灯台 宮崎県串間市 宮崎海上保安部

66 ＮＰＯ法人 坊津やまびこ会 鹿児島県南さつま市 坊ノ岬灯台 鹿児島県南さつま市 串木野海上保安部

67 一般社団法人 日向市観光協会 宮崎県日向市 細 島 灯 台 宮崎県日向市 宮崎海上保安部

68 公益社団法人 燈光会 東京都港区 残波岬灯台 沖縄県中頭郡読谷村
第十一管
区海上保
安 本 部

那覇海上保安部

69 公益社団法人 燈光会 東京都港区 平安名埼灯台 沖縄県宮古島市 宮古島海上保安部

70 北 大 東 村 沖縄県島尻郡北大東村 北大東島灯台 沖縄県島尻郡北大東村 中城海上保安部
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灯　　台　　名
　　　　　　　　　　　　  （全ての指定）� （参　考）
� 令和6年2月14日現在
番
号

灯　台　名
番
号

灯　台　名
番
号

灯　台　名
番
号

灯　台　名

① うとろ ② こんぴらみさき ③ いしかり ④ かむいみさき
宇登呂灯台 金比羅岬灯台 石狩灯台 神威岬灯台

⑤ えさんみさき ⑥ かもめしま ⑦ しりやさき ⑧ さめかど
恵山岬灯台 鴎島灯台 尻屋埼灯台 鮫角灯台

⑨ りくちゅうくろさき ⑩ とどがさき ⑪ ごいしさき ⑫ はなぶち
陸中黒埼灯台 魹ケ埼灯台 碁石埼灯台 花淵灯台

⑬ にゅうどうさき ⑭ さかた ⑮ ねずがせき ⑯ しおやさき
入道埼灯台 酒田灯台 鼠ケ関灯台 塩屋埼灯台

⑰ いぬぼうさき ⑱ たいとうさき ⑲ かつうら ⑳ のじまさき
犬吠埼灯台 太東埼灯台 勝浦灯台 野島埼灯台

� かんのんさき � つるぎさき � はつしま � いろうさき
観音埼灯台 剱埼灯台 初島灯台 石廊埼灯台

� いずみさき � さたどーみさき � おまえさき � はしだはな
伊豆岬灯台 サタドー岬灯台 御前埼灯台 橋田鼻灯台

� のまさき � あのりさき � だいおうさき � かしのさき
野間埼灯台 安乗埼灯台 大王埼灯台 樫野埼灯台

� しおのみさき � きいひのみさき � あこうみさき � むろとざき
潮岬灯台 紀伊日ノ御埼灯台 赤穂御埼灯台 室戸岬灯台

� こうち � さだみさき � おぎしま � なべしま
高知灯台 佐田岬灯台 男木島灯台 鍋島灯台

� たかまつこうたまも � なかのはな � つのしま � せきさき
高松港玉藻防波堤灯台 中ノ鼻灯台 角島灯台 関埼灯台

� みずのこしま � つるみさき � くちのつ � いおうしま
水ノ子島灯台 鶴御埼灯台 口之津灯台 伊王島灯台

� かばしま � おおせさき � いずもひのみさき � かくだみさき
樺島灯台 大瀬埼灯台 出雲日御碕灯台 角田岬灯台

� いくぢはな � ろっこうさき � ほそしま � くらさき
生地鼻灯台 禄剛埼灯台 細島灯台 鞍埼灯台

� といみさき � ぼうのみさき � きただいとうしま � ざんぱみさき
都井岬灯台 坊ノ岬灯台 北大東島灯台 残波岬灯台

� へんなさき
平安名埼灯台
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皆
さ
ま
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。「
燈
光
」
令
和
５
年
１１
月

号
は
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
??
福
島
県
い
わ
き

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
る
「
塩
屋
埼
灯
台
」

の
今
年
度
２
回
目
の
寄
稿
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
最
後
ま
で
読

み
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
本
当
に
本
当
に
。

　

さ
て
、
夏
休
み
企
画
（「
燈
光
」
令
和
５
年
１１
月
号
２
ペ
ー

ジ
か
ら
の
“
か
つ
お
の
ぼ
り
掲
揚
”＆“
と
よ
ま
の
灯
台
星
空

観
望
会
”
を
御
覧
下
さ
い
♪
）
を
終
え
、
一
旦
お
休
み
モ
ー
ド

に
入
っ
た
私
た
ち
“
福
島
海
上
保
安
部
”
と
“
と
よ
ま
の
灯
台

倶
楽
部
”
は
、
毎
月
の
定
例
会
で
「
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
何

を
ど
ん
な
感
じ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
話
題
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
変
更
と
な
っ

て
か
ら
、
初
め
て
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
こ
の
福
島
県

内
に
お
い
て
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
“
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”
の
皆

様
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
自

分
た
ち
も
、
ち
ょ
っ
と
お
出
か
け
し
た
い
な
。」
と
い
う
モ
ー

ド
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。（
正
直
な
と
こ
ろ
）。

　

今
年
の
夏
は
暑
く
長
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
時
休

息
と
い
う
意
見
を
採
用
し
「
メ
リ
ハ
リ
」
を
つ
け
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、「
次
は
何
時
に
何
を
す

る
か
」
を
必
ず
決
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
塩
屋
埼
灯
台

の
擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て

一
般
公
開
を
行
い
、
本
命
は
１２
月
１５
日
の
塩
屋
埼
灯
台
の
初
点

灯
を
記
念
と
し
た
行
事
に
よ
り
、
１
年
を
〆
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
実
施
日
は
、
関
係
者
が
集
ま
れ
る
日
、
塩
屋
埼
灯
台
を
訪

れ
る
人
が
多
そ
う
な
日
と
い
う
こ
と
で
、１２
月
１６
日
（
土
曜
日
）

  

「
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
」“
塩
屋
埼
灯
台
一
般
公
開
”

「
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
」“
塩
屋
埼
灯
台
一
般
公
開
”

　
　
～
今
年
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
風
で
す
～

　
　
～
今
年
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
風
で
す
～

  
「
塩
屋
埼
灯
台
誕
生
日
記
念
」“「
燈
の
守
り
人
」
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
先
行
視
聴
会
”

「
塩
屋
埼
灯
台
誕
生
日
記
念
」“「
燈
の
守
り
人
」
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
先
行
視
聴
会
”

　
　
～
地
元
自
治
体
、
有
志
団
体
並
び
に
「
燈
の
守
り
人
」
製
作
委
員
会
様
と
連
携
し
ま
し
た
～

　
　
～
地
元
自
治
体
、
有
志
団
体
並
び
に
「
燈
の
守
り
人
」
製
作
委
員
会
様
と
連
携
し
ま
し
た
～

�

福
島
海
上
保
安
部
・
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部

福
島
海
上
保
安
部
・
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
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に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
と
し
、
毎
月
の
定
例
会
も
引
き
続
き

開
催
の
う
え
、
実
施
内
容
を
し
っ
か
り
決
め
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
で
の
「
Ｐ
Ｒ
」
と
い
う
の
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
、な
か
な
か
「
ど
う
や
っ
た
ら
効
果
的
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
が
思
い
つ
か
な
い
も
の
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
、

今
ま
で
や
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
の
で
、
関
係

者
か
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
“
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”
の
チ
ラ

シ
作
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
サ

ク
ッ
と
お
知
ら
せ
し
、
周
知
を

手
早
く
省
力
化
に
努
め
終
わ
ら

せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
観
光

会
社
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
た
個
人
の

方
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

き
、
今
ま
で
の
周
知
方
法
が
定

例
に
な
っ
て
い
る
た
め
情
報
が

欲
し
い
方
た
ち
か
ら
は
、
す
ぐ

に
反
応
を
頂
き
効
果
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
度
は
塩
屋
埼
灯
台
の
飾
り

つ
け
で
す
。
一
か
ら
飾
り
や
何

か
を
作
っ
て
い
く
の
は
結
構
な

労
力
が
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
、
初
め
て
１０
月
に
一
般
公
開
を

開
催
し
、時
期
に
合
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
風
の
飾
り
を
作
り
、

こ
れ
が
非
常
に
好
評
（
主
に
主
催
者
側
）
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
、
今
年
も
同
じ
時
期
に
す
る
こ
と
で
飾
り
つ
け
テ
ー
マ

が
同
じ
と
な
る
の
で
、
労
力
が
減
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、

１０
月
２９
日
（
日
曜
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
飾
り
を
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
昨
年
度
も
塩
屋
埼
灯

台
一
般
公
開
で
登
場
し
た
〈お
化
け
デ
ザ
イ
ン
﹀
の
海
上
保
安

官
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、
灯
台
だ
っ

て
分
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
当
部
の
デ
ザ
イ
ン
作
家

（
職
員
）
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
、
缶
バ
ッ
チ
等
を
作
り
、
灯
台
敷
地
内
に
「
キ

ー
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
を
貼
り
付
け
、
答
え
ら
れ
た
方
に
記
念
に

渡
す
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
、
爆
発
的
な
人
気
と
な
り
ま
し
て
、

最
初
に
作
っ
て
い
た
缶
バ
ッ
チ
が
あ
っ
と
言
う
間
に
な
く
な

り
、
あ
わ
て
て
現
地
で
増
産
増
産
…
ノ
ン
ビ
リ
す
る
は
ず
が
思

い
も
よ
ら
な
い
作
業
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
…
と
い
う
も

の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
日
本
全
国
、
世
界
中

ど
こ
で
も
（
言
い
過
ぎ
？
）“
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
”
イ
ベ
ン
ト
は

人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。
灯
台
一
般
公
開
も
、
こ
れ
に
あ
や
か

り
ま
し
ょ
う
ぞ
‼

図 １　職員製作のお化けキャラクター
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で
あ
っ
た
た
め
、
煉
瓦
生
ま
れ
の
オ
ッ
ト
ゥ
ー
が
入
り
込

む
隙
が
無
く
、
復
活
は
夢
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
寂

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
性
格

の
オ
ッ
ト
ゥ
ー
は
、
二
代
目
塩
屋
埼
灯
台
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
作
り
、
そ
れ
を
手
に
新
し
い
塩
屋
埼
灯
台
が
何
時
ま

で
も
地
域
を
照
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
い
る
よ
う
支
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
最
近
は
、
海
上
保
安
庁
の
帽
子
を
カ
ブ
ル

の
が
お
気
に
入
り
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
途
中
、
や
や
強
引
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
、
記
念
日
や
歴
史
が
ス
ッ
と
入
っ
て
く
る
方
が
い
れ
ば
、

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
は
成
功
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
♪
こ

の
ほ
か
に
も
、
蜘
蛛
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
え
た
作
家
（
別
の

職
員
）
も
居
ま
す
が
、
今
回
の
紹
介
は
こ
こ
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
来
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期
に
塩
屋
埼
灯
台

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、
迷
走
し
て
し
ま
い
そ
う
な
今

回
の
寄
稿
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

〈１０
月
２９
日
　
塩
屋
埼
灯
台
一
般
公
開
﹀

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
少
し
大
人
し
い
感
じ
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
７
月

「
燈
の
守
り
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
擬
人
化
さ
れ
た
シ

　

さ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
も
の
は
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は

印
象
に
残
り
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設

定
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
設
定
の
中
で
、
塩
屋
埼
灯

台
の
歴
史
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
、
思
い
付
き
、
閃
い
た
…
の

が
、
次
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
で
す
。

〈キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
・
職
員
の
想
像
に
よ
る
設
定
で
す
﹀

　
○
名　
前　
オ
ッ
ト
ゥ
ー
（
Ｏ
ｔ
ｔ
ｗ
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
（
種
類
：
お
化
け
族　
灯
台
課
程
）

　
○
誕
生
日　
１
８
９
９
年
１２
月
１５
日

　
○
ゴ
ー
ス
ト
に
な
っ
た
日　
１
９
３
８
年
１１
月
５
日

　
○
手
に
灯
台
持
っ
た
日　
　
１
９
４
０
年
３
月
３０
日

　
○
紹
介

　
　

�　
オ
ッ
ト
ゥ
ー
は
塩
屋
埼
灯
台
の
煉
瓦
と
し
て
生
を
受
け

誕
生
し
た
が
、
１
９
３
８
年
１１
月
に
発
生
し
た
福
島
県
東

方
沖
地
震
で
灯
台
が
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
煉
瓦
も
崩
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
ゴ
ー
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
灯
台
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
仮
の
灯
台
の
お
手
伝

い
を
し
て
ボ
ン
ヤ
リ
海
を
照
ら
し
て
支
え
て
い
た
が
、
１

９
４
０
年
３
月
３０
日
、
晴
れ
て
二
代
目
の
塩
屋
埼
灯
台
が

完
成
し
、
オ
ッ
ト
ゥ
ー
も
復
活
‼
…
と
思
い
ま
し
た
が
、

完
成
し
た
二
代
目
の
塩
屋
埼
灯
台
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
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て
も
質
問
さ
れ
、
展
示
し
た
パ
ネ
ル
と
と
も
に
、
塩
屋
埼
灯
台

の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
お
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
の
で
、よ
い
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
き
っ
と
☆
）

　

Ｐ
Ｒ
用
に
準
備
し
た
小
道
具
は
、
等
身
大
パ
ネ
ル
の
ほ
か
に

も
あ
り
ま
す
。（
安
く
て
い
い
も
の
！
）
実
は
等
身
大
パ
ネ
ル

よ
り
、
好
評
だ
っ
た
も
の
が
“
幟
”
で
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
顔
、
灯
台
の
名
称
、
デ
ザ
イ
ン
画
の
背
景
に
溶
け
込
ん
だ
灯

台
が
全
て
良
い
雰
囲
気
を
出
し
、
そ
し
て
非
常
に
目
立
つ
、
更

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

て
、
１２
月
の
塩
屋
埼
灯
台
誕
生
日
記
念
に
繋
が
れ
ば
い
い
な
と

い
う
願
い
を
込
め
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
話
し
を
「
燈
の
守
り
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
時
点
ま
で
遡
り
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
贈
呈
さ
れ
た
際
、
等
身
大
パ
ネ
ル
も
あ
り
、
塩
屋
埼
灯
台

に
置
く
案
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
灯
台
下
の
駐
車
場
等
が
あ

る
売
店
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
に
パ
ネ
ル
等
を
置
く
こ
と
と
な
り
、

人
が
集
ま
る
場
所
に
お
い
て
灯
台
に
来
て
も
ら
う
た
め
Ｐ
Ｒ
に

は
も
っ
て
こ
い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
灯
台
が
一
緒
に
無
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

何
と
か
な
ら
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
方
面
に
助
成
等
の
協
力
を
お
願
い
し
、
追
加
で

等
身
大
パ
ネ
ル
と
幟
を
作
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
魅
力
発
信

の
た
め
の
小
道
具
を
揃
え
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
パ
ネ
ル
を
慎
重
に
灯
台
ま
で
持
ち
上
が
り
、
飾
っ
て
み

た
ら
、
い
い
感
じ
で
す
よ
ね
！
（
写
真
１
）

　

実
は
、
調
整
等
が
ギ
リ
ギ
リ
と
な
っ
た
の
で
一
般
公
開
ま
で

間
に
合
う
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
製
作
会
社
等
の

ご
協
力
も
あ
り
、
無
事
に
展
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来

場
さ
れ
る
方
々
か
ら
は
当
然
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
と
に
つ
い

写真 1　�塩屋埼灯台展示室内　キャラクター等身
大パネル展示
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さ
て
、
塩
屋
埼
灯
台
一
般
公
開
か
ら
塩
屋
埼
灯
台
誕
生
記
念

日
に
向
け
て
１
ヶ
月
と
少
し
だ
け
で
す
が
、
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
‼
と
い
う
こ
と
で
、
無
事
に
灯
台
ウ
ィ
ー
ク
の
イ
ベ

ン
ト
を
終
了
し
た
次
第
で
す
。

〈１２
月
１６
日
　
塩
屋
埼
灯
台
誕
生
記
念
日
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
﹀

　

１２
月
１５
日
は
塩
屋
埼
灯
台
点
灯
日（
初
代
）と
な
り
ま
す
。「
燈

の
守
り
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

に
“
幟
”
は
、い
い
ス
ポ
ッ
ト
に
飾
っ
て
写
真
に
映
え
る
‼
（
扱

う
の
も
簡
単
‼
）
こ
れ
が
非
常
に
好
評
で
し
た
の
で
、
次
の
１２

月
１６
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
使
お
う
と
思
い
ま
し
た
。（
写
真
２
）

　

こ
の
ほ
か
一
般
公
開
で
は
灯
台
ク
イ
ズ
を
行
い
、
答
え
た
方

に
は
記
念
と
し
て
缶
バ
ッ
チ
を
配
布
し
た
り
、
地
元
有
志
団
体

「
い
わ
き
オ
ー
ロ
ラ
グ
ル
ー
プ
」
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る

塩
屋
埼
灯
台
の
魅
力
発
信
を
行
っ
た
り
（
写
真
３
）、
主
催
し

た
私
た
ち
も
楽
し
く
過
ご
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
、
全
国
の
何
処
か
で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
繋
が
っ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
機
会
が
あ
れ
ば
。。。

　

そ
う
言
え
ば
、「
燈
光
１１
月
号
」
で
反
響（
？
）

を
頂
い
た
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
率
５０
％
の
“
と
よ

ま
の
灯
台
倶
楽
部
”
代
表
が
不
在
に
も
関
わ
ら

ず
、
途
中
、
風
が
強
く
な
り
灯
台
の
一
般
公
開

は
３
時
間
ほ
ど
中
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
オ
カ
シ
イ
…
皆
で
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

代
表
が
い
た
ら
、
も
っ
と
酷
い
風
が
吹
い
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
代
表
が
不
在
と
い
う
こ
と
を
イ

イ
こ
と
に
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、（
写
真
３
）

の
幟
を
お
持
ち
の
方
（
右
端
）
が
、
片
付
け
に

は
来
場
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。（
や
は
り
‼
）

写真 2　�塩屋埼灯台とキャラクター幟・「海と灯
台ウィーク」横断幕

写真 ３　いわきオーロラグループとの記念撮影
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を
映
す
白
い
壁
を
磨
く
こ
と
で
し
た
が
、
通
気
口
か
ら
垂
れ
て

い
た
錆
び
汁
（
金
属
製
の
通
気
口
か
ら
風
雨
に
よ
る
錆
び
が
白

い
壁
を
伝
っ
て
い
ま
し
た
。）
は
、“
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”

代
表
の
超
一
級
掃
除
士
（
そ
ん
な
資
格
あ
り
ま
せ
ん
…
）
の
手

に
よ
り
純
白
の
壁
に
な
り
、
無
事
に
準
備
が
整
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
は
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
特
に
力
を
入
れ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
塩
屋
埼

灯
台
は
い
つ
も
環
境
整
備
を
行
い
、
来
場
さ
れ
る
方
が
気
持
ち

よ
く
参
観
等
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

掃
除
と
言
え
ば
、写
真
４
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

“
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”
の
皆
さ
ま
か
ら
、
塩
屋
埼
灯
台
に

“
１
年
間
お
疲
れ
様
！
”
の
年
末
大
掃
除
を
し
た
い
と
い
う
申

し
出
を
受
け
、
せ
っ
か
く
イ
ベ
ン
ト
で
皆
が
揃
い
ま
す
か
ら
、

掃
除
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
！
っ
て
こ
と
で
自
分
た
ち
が
持
ち
寄

タ
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
の
公
開
が
あ
る
と
い

う
情
報
を
得
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
公
開
は
何
時
だ
ろ
う

…
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
塩
屋
埼
灯
台
の
点
灯
記
念
日
に
合
わ
せ
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
…
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
電
話
で
交
渉

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
渉
と
い
う
よ
り
は
「
お
願
い
し

ま
す
。」が
正
し
い
表
現
で
し
た
が「
燈
の
守
り
人
製
作
委
員
会
」

様
か
ら
は
「
協
力
し
ま
す
。」
と
い
う
あ
り
が
た
過
ぎ
る
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
の
視
聴
会
を
行
う
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
と
い
う
打
ち
合
わ
せ
を
“
と
よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”

の
皆
様
と
行
い
ま
し
て
、
塩
屋
埼
灯
台
１
２
０
周
年
記
念
等
で

活
用
し
た
こ
と
が
あ
る
、
塩
屋
埼
灯
台
の
倉
庫
を
視
聴
会
場
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
予
備
品
や
環
境
整
備
の
道

具
を
保
管
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
ま
で
に
片
付

け
と
掃
除
を
行
い
、
椅
子

や
机
の
準
備
と
と
も
に
、

映
像
を
投
影
す
る
機
材
等

を
揃
え
、
特
別
な
視
聴
会

場
と
な
る
よ
う
に
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

掃
除
で
一
番
大
切
だ
っ

た
の
が
、
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ

写真 ４　�灯台倶楽部による年
末大掃除

写真 ５　�灯台に掲げた東北地
方のキャラクター幟
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よ
う
飾
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
作
り
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

な
り
ま
し
た
。
良
い
風
景
で
す
！

　

来
場
し
た
皆
様
は
物
珍
し
く
幟
と
灯
台
を
写
真
に
収
め
て
い

た
だ
い
た
よ
う
で
、
こ
っ
そ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ

ろ
、
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
が
広
報
担
当
者
！
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
た
だ
、

灯
台
の
名
称
（
地
名
）
は
、
な
か
な
か
読
め
な
い
も
の
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
東
北
地
方
で
「
燈
の
守
り
人
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
よ
り
擬
人
化
さ
れ
た
灯
台
９
基
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

①
艫
作
埼
灯
台
（
へ
な
し
さ
き
・
青
森
県
深
浦
町
）

②
陸
中
黒
埼
灯
台（
り
く
ち
ゅ
う
く
ろ
さ
き
・
岩
手
県
普
代
村
）

③
入
道
埼
灯
台
（
に
ゅ
う
ど
う
さ
き
・
秋
田
県
男
鹿
市
）

④
鼠
ケ
関
灯
台
（
ね
ず
が
せ
き
・
山
形
県
鶴
岡
市
）

⑤
塩
屋
埼
灯
台
（
し
お
や
さ
き
・
福
島
県
い
わ
き
市
）

⑥
鵜
ノ
尾
埼
灯
台
（
う
の
お
さ
き
・
福
島
県
相
馬
市
）

⑦
金
華
山
灯
台
（
き
ん
か
さ
ん
・
宮
城
県
石
巻
市
）

⑧
大
須
埼
灯
台
（
お
お
す
さ
き
・
宮
城
県
石
巻
市
）

⑨
尻
屋
埼
灯
台
（
し
り
や
さ
き
・
青
森
県
東
通
村
）

　

並
べ
て
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
塩
屋
埼
灯
台
に
来
場

っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
て
、
皆
で
レ
ン
ズ
を
磨
き
、
階
段

を
掃
除
し
て
、
塩
屋
埼
灯
台
を
労
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、“
と

よ
ま
の
灯
台
倶
楽
部
”
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
灯
台
と
触
れ
合

え
る
、
ご
褒
美
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
方
は
、
東
北
６
県
で
は
先
に

擬
人
化
さ
れ
て
い
る
灯
台
が
８
基
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

全
て
を
“
幟
”
と
し
て

揃
え
る
こ
と
と
し
て
、

「
燈
の
守
り
人
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
考
え
、
関

係
者
の
協
力
を
得
て
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
勝

手
に
集
め
て
お
い
て
、

「
こ
れ
ぞ
“
み
ち
の
く

灯
台
擬
人
化
サ
ミ
ッ

ト
”
で
す
。」
と
言
い

ま
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
塩
屋
埼
灯
台
に
は

資
料
館
か
ら
灯
台
ま
で

の
通
路
が
あ
り
、
灯
台

と
一
緒
に
撮
影
出
来
る

写真 ６　�これが東北地方のキャラクター幟 ９人（令和 5年12
月現在）
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台
の
灯
り
の
よ
う
で
す
。（
燈
光
会
の
事
務
局
の
誰
か
‼
座
布

団
下
さ
い
！
）

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、「“
叶
結
び
”

で
願
い
を
叶
え
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
体
験
」
は
某
管
区
で
爆
発

的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
部
交
通
担
当
次
長
か
ら
交

通
課
職
員
（
若
手
）
に
技
を
伝
授
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
海
上
保
安
官
と
来
場
者
の
触
れ
合
い
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
、
若
手
自
ら
の
企
画
に
よ
り
実

現
い
た
し
ま
し
た
。

さ
れ
た
方
が
読
め
な
か
っ
た
灯
台
は
「
艫
作
埼
灯
台
」
で
し
た
。

地
名
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

来
場
し
た
方
の
中
に
大
学
生
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

て
、
そ
の
方
は
何
で
も
全
国
の
灯
台
を
回
っ
て
歴
史
や
ス
ト
ー

リ
ー
を
調
べ
、
そ
し
て
写
真
を
撮
影
し
て
、
大
学
校
で
灯
台
写

真
展
を
開
く
予
定
な
の
だ
と
か
…
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
な
が

ら
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
夢
と
い
う
か
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
打
ち
込
む

方
々
は
、
眩
し
い
存
在
で
す
。
至
近
距
離
で
見
た
、
塩
屋
埼
灯

写真 ７　叶結びで願いを叶えるストラップ作り

写真 ９　�灯台内部での視聴会の実施 プレゼン
は福島海上保安部職員

写真 ８　�「燈の守り人製作委員会」「とよまの灯
台倶楽部」「福島保安部」記念撮影
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波
房
氏
な
ど
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
イ

ベ
ン
ト
の
状
況
を
御
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
う
え
、
今
後
の

利
活
用
に
か
か
る
助
言
等
、
関
係
者
と
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
塩
屋
埼
灯
台
は
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
そ
し

て
未
来
に
向
け
て
新
た
な
利
活
用
を
視
野
に
発
展
し
た
魅
力
を

発
信
出
来
る
よ
う
邁
進
し
て
参
り
ま
す
！

　
あ
と
が
き
…

　
皆
様
は
「
歩ぼ

っ
荷か

」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
山
を
歩
く
方
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
山
ボ
ッ
カ
と
も

言
う
「
荷
物
を
背
負
っ
て
山
越
え
を
し
た
り
、
山
小
屋
に
荷
揚

げ
を
し
た
り
、そ
れ
を
職
業
と
す
る
人
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
そ
の
方
々
に
は
到
底
及
ば
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
福
島
海

上
保
安
部
交
通
課
に
は
“
元
登
山
家
”
が
お
り
、
塩
屋
埼
灯
台

へ
の
荷
揚
げ
と
荷
卸
し
を
進
ん
で
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
特
に
重
た
か
っ
た
物
は
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
板

を
分
解
し
て
運
ん
だ
の
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
用
の
も
の
を
転
用

し
た
の
で
、
色
々
と
合
わ
せ
て
約
３０
キ
ロ
と
い
う
非
常
に
重
た

い
荷
物
を
１
つ
ず
つ
２
回
に
分
け
て
運
び
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
重
た
い
物
を
運
ば
せ
た
の
で
す
か
！
と
聞
こ
え
そ
う

で
す
が
、
当
部
の
“
歩
荷
”
か
ら
は
「
全
然
。
楽
勝
で
す
ね
」

　

次
々
と
来
る
体
験
希
望
者
の
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
、
灯
台

展
示
室
内
に
あ
る
資
料
等
を
使
っ
て
、「
灯
台
の
役
割
」を
伝
え
、

動
画
や
説
明
画
像
を
活
用
し
て
、
一
人
一
人
丁
寧
に
結
び
方
を

教
え
て
い
る
若
手
の
姿
に
、
交
通
担
当
次
長
は
目
を
細
め
て
お

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
職
員
の
休
憩
時
間
等
を
看
板
で
事

前
に
来
場
者
に
対
し
て
周
知
を
行
い
、
場
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
工
夫
も
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
て
、
交
通
担
当
次
長
か
ら
若
手
へ
の
一
子
相
伝
！
が

完
了
し
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
、
ワ
イ
ワ
イ
と

に
ぎ
や
か
な
１
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
結
び
に
メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
で
す
が
、
灯
台

擬
人
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
燈
の
守
り
人
」
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
第
４６

弾
と
い
う
こ
と
で
、
通
常
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
配
信
日
に
連
動
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

灯
台
内
部
の
一
部
を
視
聴
会
場
と
し
て
準
備
を
行
い
、
資
機

材
や
配
信
用
デ
ー
タ
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。
今
回
の
塩
屋
埼
灯
台
で
配
信
さ
れ
る
ボ
イ
ス
ド
ラ
マ
は

塩
屋
埼
灯
台
配
信
用
特
別
版
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
限
り
な
い
感
謝
の
意
を
お
伝

え
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
当
日
は
、「
燈
の
守
り
人
製

作
委
員
会
代
表
」（
日
本
財
団　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
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と
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
力
強
い
足
取
り
で
運
ん
で
く
れ
て
い
ま

し
た
。

写真10　福島海上保安部交通課　某係長　歩荷‼
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大
槌
港
灯
台
は
、
大
槌
湾
を
行
き
交
う
船
の
安
全
を
願
い
昭

和
２８
年
１２
月
２０
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
岩
手
県
大
槌

町
の
蓬ほ

う

莱ら
い

島じ
ま

に
建
て
ら
れ
初
点
灯
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

初
代
の
灯
台
は
、
平
成
２３
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

津
波
に
襲
わ
れ
、
倒
壊
し
ま
し
た
が
（
写
真
２
）、
大
槌
港
灯

台
の
復
旧
に
際
し
、
同
灯
台
を
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て

末
永
く
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
灯
台
を
建
設
す
べ
く
、
海

上
保
安
庁
初
と
な
る
灯
台
の
デ
ザ
イ
ン
を
大
槌
町
民
か
ら
募

り
、
太
陽
（
大
槌
の
未
来
を
明
る
く
し
た
い
と
い
う
願
い
）
と

砂
時
計
（
時
が
経
て
ば
必
ず
復
興
で
き
る
と
い
う
希
望
）
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
作
品
が
採
用
さ
れ
、
平
成
２４
年
１２
月
に
復
旧
し
、

現
在
も
地
元
の
漁
協
の
方
の
協
力
の
も
と
運
用
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
３
）。

　

そ
ん
な
波
乱
の
時
代
を
過

ご
し
た
大
槌
港
灯
台
は
、
令

和
５
年
１２
月
２０
日
、
初
点
灯

し
た
日
か
ら
数
え
て
７０
年
目

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

釜
石
海
上
保
安
部
は
、
こ

れ
を
記
念
し
、
大
槌
港
灯
台

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
お
よ
び
、

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

大
槌
港
灯
台
点
灯

大
槌
港
灯
台
点
灯
７０７０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

��

釜
石
海
上
保
安
部

釜
石
海
上
保
安
部

写真 1　被災前の大槌港灯台

写真 2　被災後の大槌港灯

写真 3　現在の大槌港灯台
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ま
し
た
。

［
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
］

　

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
元
の
小
中
学
生
を
対
象
に
７
月
７

日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
作
品
の
募
集
を
行
な
い
、
８
月
３１
日
時

点
で
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
低
学
年
部
門
に
小
学
生
低
学

年
部
門
に
８５
作
品
、
小
学
生
高
学
年
部
門
に
９０
作
品
、
中
学
生

部
門
に
９
作
品
の
合
計
１
８
４
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

写真 4　絵画コンテスト入賞作品

写真 5　表彰式の様子
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し
ま
し
た
（
写
真
６
）。

　

当
庁
Ｘ
（
旧T

w
it-

ter

）
ア
カ
ウ
ン
ト
の

ほ
か
、
大
槌
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
よ
る
周
知
が

行
わ
れ
、
１１
月
１
日
の

本
番
は
、
天
候
晴
れ
、

気
温
１７
℃
、
西
の
風
５

ｍ
、
波
０
．３
ｍ
と
い

う
状
況
下
、
１
７
０
０

か
ら
１
８
３
０
ま
で
の

短
い
時
間
で
し
た
が
、

Ｔ
Ｖ
１
社
・
新
聞
１
社

の
取
材
を
受
け
、
初
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
町
民

の
皆
様
に
ひ
と
時
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら
う

良
い
機
会
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
（
写
真
７
）。

　

そ
の
後
、
大
槌
町
、
大
槌
町
観
光
交
流
協
会
、
海
上
保
安
協

会
釜
石
支
部
、
釜
石
海
上
保
安
部
、
現
在
の
大
槌
港
灯
台
の
デ

ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
岩
間
み
な
子
様
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
２

回
に
分
け
て
行
っ
た
結
果
、
５
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
（
写
真

４
）。

　

大
槌
町
民
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
５
年

１１
月
４
日
、受
賞
者
に
対
し
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に（
写

真
５
）、
１１
月
３
日
か
ら
１１
月
５
日
正
午
ま
で
大
槌
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
お
し
ゃ
っ
ち
に
て
受
賞
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
、

８
６
１
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
目
に
ふ
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

［
灯
台
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
］

　

２
つ
目
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
槌
港
灯
台
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
企
画
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
に
対
し

説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
槌
町
教
育
委
員
会
か
ら
「
蓬
莱
島

は
平
成
２５
年
８
月
に
大
槌
町
指
定
文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
際
は
島
を
損
傷
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
助
言
を
受
け
た
た
め
、
可
搬

型
発
電
機
と
作
業
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
を
工
作
室
か
ら
持
ち
運

び
、
１０
月
２
日
及
び
１１
日
の
予
行
を
重
ね
本
番
に
臨
む
こ
と
と

写真 6  照明器具の位置の調整写真 7　ライトアップの様子
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松
山
海
上
保
安
部
が
管
理
す
る
「
釣
島
灯
台
」
は
、
兵
庫
開

港
に
伴
い
瀬
戸
内
海
を
船
舶
が
安
全
に
航
行
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
８
基
の
う
ち
の
一
つ
で
、
日
本
の
灯
台
の
父
と
い
わ
れ

て
い
る
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
」
に
よ
っ

て
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
あ
か
り
が
燈
さ
れ
た
日
本
で

現
存
す
る
９
番
目
に
古
い
灯
台
で
す
。

　

併
設
す
る
「
旧
官
舎
」
も
同
時
期
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。「
旧

官
舎
」
は
、昭
和
３８
（
１
９
６
３
）
年
に
無
人
化
さ
れ
た
後
に
、

釣
島
の
方
た
ち
の
要
望
等
に
よ
っ
て
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）

年
に
松
山
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
旧
官
舎
」

は
松
山
市
の
御
尽
力
に
よ
り
復
元
・
保
存
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

灯
台
と
官
舎
が
現
地
で
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
の
は
釣
島

松
山
の
小
さ
な
島
に
燈
る
近
代
文
化
遺
産

松
山
の
小
さ
な
島
に
燈
る
近
代
文
化
遺
産

		

～
釣
島
灯
台

～
釣
島
灯
台
１
５
０

１
５
０
周
年
記
念
行
事
と
国
の
重
要
文
化
財
指
定
～

周
年
記
念
行
事
と
国
の
重
要
文
化
財
指
定
～

��

松
山
海
上
保
安
部
交
通
課

松
山
海
上
保
安
部
交
通
課

釣島全景

釣島灯台と旧官舎

釣島灯台と旧官舎

釣島灯台

釣島灯台
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の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
約
４０
人
の
周
囲
約
３
ｋ
ｍ
の
小
さ
な
島
に
あ
る
灯
台

と
官
舎
が
、
令
和
５
年
に
設
置
点
灯
か
ら
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、「
灯
台
の
重
要
な
役
割
と
歴
史
、
釣
島
灯
台
と

旧
官
舎
の
文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
地
元
を
含
む
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
松
山
海
上
保

安
部
で
は
、
令
和
４
年
か
ら
松
山
市
と
協
力
し
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１０
件
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

①�　

第
１
５
４
周
年
灯
台
記
念
日
パ
ネ
ル
展
「
松
山
の
燈
台
」

日
程
：�

令
和
４
年
１０
月
２８

日
～
１１
月
４
日

場
所
：�

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム　

２
階

ラ
ウ
ン
ジ

内
容
：�

灯
台
記
念
日
関
連

行
事
と
し
て
翌
年

１
５
０
周
年
を
迎

え
る
釣
島
灯
台
を

メ
イ
ン
と
し
た
写

真
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
し
た
。「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
明

治
と
い
う
時
代
を
テ
ー
マ
に
各
種
資
料
を
展
示
し
て
い

る
博
物
館
で
、
明
治
期
に
建
設
さ
れ
た
釣
島
灯
台
の
ジ

オ
ラ
マ
も
展
示
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
な
じ
み
が
あ
る
こ

と
か
ら
同
施
設
で
展
開
し
ま
し
た
。
翌
年
の
主
要
イ
ベ

ン
ト
を
控
え
、
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
実
施
し
た
第
一
弾

目
の
イ
ベ
ン
ト
で
、パ
ネ
ル
展
示
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
よ
り
広
く
周
知
で
き

ま
し
た
。

②�　

Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
に
伴
う
撮
影
協
力

日
程
：�

令
和
４
年
８
月
４

日
（
撮
影
）　

１０

月
３０
日
～（
放
送
）

番
組
：�

中
村
獅
童
の
灯
台

見
聞
録
瀬
戸
内
海

編
（
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

東
京
、
南
海
放
送

等
）

場
所
：�
釣
島
灯
台
、
旧
官

舎

内
容
：�

日
本
財
団
に
よ
る

ミュージアムラウンジで開催した
灯台パネル展

ドローン空撮含む撮影と取材の様子
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内
容
：�

松
山
離
島
振
興

協
会
が
島
し
ょ

部
活
性
化
を
目

的
に
企
画
し
た

「
瀬
戸
内
海
探

訪
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」に
お
い
て
、

釣
島
を
含
む
離

島
の
魅
力
を
巡

る
ツ
ア
ー
に
同

行
し
、
同
協
会

ス
タ
ッ
フ
、
松

山
市
職
員
と
連
携
し
て
、
参
加
者
７０
名
に
対
し
て
、
灯

台
と
旧
官
舎
の
施
設
内
部
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑤�　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
に
出
演
し
て
の
釣
島
灯
台
１
５

０
周
年
周
知

日
程
：
令
和
５
年
５
月
１３
日

番
組
：�

坂
の
上
の
ラ
ジ
オ
（
南
海
放
送
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
）　

番
組

ブ
ロ
グ
掲
載
含
む

場
所
：
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

特
設
ス
タ
ジ
オ

内
容
：�

毎
週
土
曜
正
午
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
１
時
間
の
公
開

「
海
と
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
灯
台
特

集
番
組
制
作
ク
ル
ー
に
同
行
し
、
松
山
市
職
員
（
学
芸

員
）
と
連
携
の
う
え
併
設
さ
れ
た
釣
島
灯
台
と
旧
官
舎

の
取
材
と
撮
影
に
対
応
し
ま
し
た
。

③　

地
元
新
聞
取
材
協
力
（
元
旦
紙
面
へ
の
特
集
記
事
掲
載
）

日
程
：�

令
和
４
年
１２
月
２
日
（
取
材
）　

令
和
５
年
１
月
１
日

（
掲
載
）

報
道
：
愛
媛
新
聞

場
所
：
釣
島
灯
台
、
旧
官
舎

内
容
：�

地
域
の
大
手
新
聞
社
で
あ
る
愛
媛
新
聞
に
釣
島
灯
台
の

歴
史
説
明
を
行
っ
た
結
果
、
記
者
が
現
地
同
行
取
材
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
松
山
市
職
員
（
学
芸
員
）
と
も
に

対
応
し
ま
し
た
。

　
　
　

�「
島
の
宝　

航
路
照
ら
し
１
５
０
年　

４
０
０
隻
の
道

し
る
べ　

西
洋
式
旧
官
舎　

生
活
の
跡
」
と
題
し
て
、

令
和
５
年
元
旦
の
新
聞
に
紙
面
の
大
部
分
を
占
め
た
特

集
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

④　

離
島
振
興
ク
ル
ー
ズ
に
お
け
る
釣
島
灯
台
等
公
開

日
程
：
令
和
５
年
３
月
２５
日

場
所
：�

釣
島
灯
台
、
旧
官
舎

ツアー参加者への施設公開
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同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
有
志
の
市
民
で
「
釣
島
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
言
わ
れ
、
例
年
１
回
の
活
動
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
、
５
年
振
り
に
再
開
さ
れ
た
も

の
で
す
。

⑦　

釣
島
灯
台
１
５
０
周
年
を
記
念
し
た
市
民
向
け
講
座

日
程
：
令
和
５
年
９
月
２３
日

場
所
：
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

３
階
会
議
室

内
容
：�

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
市
民
を
対
象
に
開
催
し

て
い
る
事
業
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
」
に
招
か
れ
、
釣

島
灯
台
の
歴
史
と
文
化
財
的
価
値
を
紹
介
す
る
９０
分
の

講
座
を
行
い
ま
し

た
。
公
募
に
よ
り

参
加
し
た
一
般
市

民
２０
名
に
聴
講
い

た
だ
き
ま
し
た
。

⑧�　

釣
島
灯
台
１
５
０
周

年
記
念
パ
ネ
ル
展
「
日

本
近
代
の
松
山
燈
台

史
」

日
程
：�

１
回
目　

令
和
５

生
放
送
に
出
演
し
、

釣
島
灯
台
の
歴
史
や

役
割
り
、
今
後
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
発
信
し
ま
し
た
。

⑥�　

釣
島
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の

灯
台
・
旧
官
舎
公
開

日
程
：�

令
和
５
年
７
月
２２
日

場
所
：�

釣
島
灯
台
、
旧
官
舎

　

内
容
：�

松
山
市
主
催
で
、
敷

地
の
草
刈
り
、
旧
官

舎
の
清
掃
、
木
柵
の

塗
装
等
の
環
境
整
備

活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
行
わ
れ
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
、
参

加
者
５０
名
に
対
し

て
、
灯
台
と
旧
官
舎

の
内
部
公
開
と
説
明

を
実
施
し
ま
し
た
。

ミュージアム講座での講義

公開生放送とブログ用の記念撮影釣島サポーターによる活動と施設公開
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リ
ン
ク
・
ク
ッ
キ
ー
の
提
供
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑨　

釣
島
灯
台
・
旧
官
舎　

１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
程
：
令
和
５
年
１１
月
３
日

場
所
：
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

２
階
ホ
ー
ル

内
容
：�「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
え
ひ
め
」
主
催
の
海
と

灯
台
ウ
ィ
ー
ク
に
伴
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
、
灯
台
の
歴
史
説
明

や
利
活
用
に
関
し
て
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

釣
島
灯
台
の
歴
史
説
明

の
あ
と
、
松
山
海
上
保

安
部
交
通
課
長
、
松
山

市
職
員
（
学
芸
員
）、

芸
能
界
で
活
躍
す
る
ラ

イ
ブ
コ
マ
ー
サ
ー
の

「
高
岡
奈
々
葉
」
さ
ん

や
マ
ル
チ
活
動
家
の

「
杉
作
Ｊ
太
郎
」
さ
ん

年
６
月
９
日
～
６
月
２５

日

　
　
　

�
２
回
目　

令
和
５
年
１０

月
２７
日
～
１１
月
２６
日

場
所
：��

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム　

２
階
ホ
ー
ル

内
容
：�

釣
島
灯
台
を
メ
イ
ン
と

し
た
写
真
パ
ネ
ル
展
を

年
に
２
回
開
催
し
ま
し

た
。
展
示
場
所
を
前
回

の
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
ホ
ー

ル
に
移
し
、
松
山
市
が

所
有
す
る
資
料
も
あ
わ

せ
て
２３
枚
の
パ
ネ
ル
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
２

回
目
は
ロ
ン
グ
ラ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
、
１１
月
１

～
３０
日
は
、
記
念
バ
ッ

ジ
（
２
種
類
）
の
無
料

配
布
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

カ
フ
ェ
で
、
釣
島
灯
台

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ド

150周年記念
ドリンク・クッキー

ミュージアムホールで開催した灯台パネル展

著名人とのパネルディスカッション
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と
海
上
保
安
庁
音
楽
隊
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地
灯
台
等
施
設
の
紹

介
動
画
放
映
、
灯
台
の
役
割
と
歴
史
説
明
を
含
め
た
松

山
海
上
保
安
部
長
挨
拶
、
灯
台
等
施
設
の
文
化
的
価
値

に
触
れ
た
松
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
祝
辞
、
ま
た
、

迫
力
あ
る
音
楽
隊
演
奏
の
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
た
関
係

者
と
一
般
市
民
６０
名
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　
　
　

�　

こ
の
式
典
及
び
コ
ン
サ
ー
ト
の
模
様
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
海
上
保
安
庁
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
ラ
イ
ブ
配

信
も
行
い
ま
し
た
。

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
テ
レ
ビ
局
レ
ポ
ー
タ
ー

の
Ｍ
Ｃ
「
宇
都
宮
郁
美
」
さ
ん
の
進
行
で
、
一
般
市
民

４０
名
が
聴
講
す
る
中
で
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
模
様
は
、
１１
月
２４
日
に
テ
レ
ビ
放
送
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑩�　

釣
島
灯
台
・
旧
官
舎　

１
５
０
周
年
記
念
式
典
及
び
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

日
程
：
令
和
５
年
１１
月
１８
日

場
所
：
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

２
階
ホ
ー
ル

内
容
：�

１
５
０
周
年
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
記
念
式
典

松山海上保安部長挨拶

松山市教育委員会教育長祝辞

YouTubeライブ配信

海上保安庁音楽隊コンサート
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文
化
庁
文
化
審
議
会
は
、
令
和
５
年
１１
月
２４
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
文
化
財
分
科
会
の
審
議
と
議
決
を
経
て
、「
釣
島
灯
台
」

と
「
旧
官
舎
」
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
し
、
令
和
６
年
１
月
１９
日
に
指
定
（
告
示
）
さ
れ
ま

し
た
。

　

答
申
に
あ
た
っ
て
、
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
及
び
松
山
海

上
保
安
部
に
お
い
て
、
文
化
庁
、
愛
媛
県
、
松
山
市
と
調
整
の

う
え
、
松
山
市
と
松
山
海
上
保
安
部
か
ら
重
要
文
化
財
指
定
に

か
か
る
同
時
広
報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
前
現
地
取
材
に

も
対
応
し
た
結
果
、
Ｔ
Ｖ
報
道
５
社
の
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
２
社
、

複
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

に
お
い
て
広
く
報
道
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
記
の
令
和
４
年
か
ら
１
５
０
周

年
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

た
経
緯
も
あ
っ
て
、
報
道
関
係
者
か

ら
も
高
い
関
心
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
報
道
の
反
響
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
１
月
に
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

　

１
５
０
周
年
に
か
か
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
松
山
海
上
保
安
部
と

松
山
市
が
共
催
し
、
公
益
社
団
法
人
燈
光
会
、
公
益
財
団
法
人

海
上
保
安
協
会
広
島
地
方
本
部
・
松
山
支
部
、
一
般
社
団
法
人

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
え
ひ
め
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
お
か
げ
で
、
当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
重
要
文
化
財
化
に
関
わ
り
、
令
和
４
年
か
ら
文

化
庁
の
主
任
文
化
財
調
査
官
に
よ
る
２
回
の
現
地
調
査
と
多
数

の
書
面
調
査
に
海
上
保
安
庁
交
通
部
、
第
六
管
区
海
上
保
安
本

部
交
通
部
、
松
山
海
上
保
安
部
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、
松
山

市
教
育
委
員
会
事
務
局
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

文化庁による現地調査

NHK松山放送局（11月24日）

南海放送（11月24日）
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で
知
っ
た
大
阪
府
に
住
む
８０
歳
の
男
性
か
ら
松
山
市
教
育
委
員

会
事
務
局
に
電
話
が
あ
り
、「
自
分
の
父
が
釣
島
灯
台
で
勤
務

し
て
い
た
昭
和
２５
年
頃
に
家
族
で
官
舎
に
住
ん
で
い
た
。
当
時

の
写
真
を
寄
贈
し
た
い
。」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

灯
台
が
無
人
化
と
な
る
以
前
に
勤
務
し
た
職
員
Ｏ
Ｂ
や
そ
の

ご
家
族
に
つ
い
て
は
、
旧
官
舎
の
復
元
事
業
が
な
さ
れ
た
平
成

１０
年
頃
に
松
山
市
と
松
山
海
上
保
安
部
が
探
し
た
も
の
の
見
つ

け
る
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
の

報
道
を
通
じ
て
、
思
い
が
け
な
い
方
と
の
出
会
い
と
貴
重
な
お

話
な
ど
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
各
種
資
料
や
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
公
益

社
団
法
人
燈
光
会
様
、
令
和
３
年
１
月　

５
日
発
行　

燈
光　

「
明
治
の
灯
台
の
話
�　

釣
島
灯
台
」
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
釣

島
灯
台
の
歴
史
を
お
調
べ
く
だ
さ
っ
た
灯
台
研
究
生
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

尻屋埼の参観状況尻屋埼の参観状況

入道埼の参観状況入道埼の参観状況

★尻屋埼灯台は下記の通り参観いたします★
　参観期間　令和 6 年 4 月 6 日（土）～
　　　　　　令和 6 年11月 4 日（㊊）
　参観時間　 9 時～16時
　　　　　※ 4 月30日までは 9 時～15時
　燈光会尻屋埼支所　☎ 0175-47-2889

★入道埼灯台は下記の通り参観いたします★
　参観期間　令和 6 年 4 月 6 日（土）～
　　　　　　令和 6 年11月 4 日（㊊）
　参観時間　 9 時～16時
　　　　　※ 4 月 6 日～10月15日 土日等は
　　　　　　 9 時～16時30分
燈光会入道埼支所　☎ 090-1931-9706

令和 6年令和 6年
尻屋埼灯台尻屋埼灯台及び及び入道埼灯台参観開始入道埼灯台参観開始についてについて

尻屋埼灯台

むつ市

八戸市
青森市

★
★

★
★

入道埼灯台 大館市★
男鹿市

★秋田市

★

青青  

森森  

県県

秋秋  

田田  

県県
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若
松
海
上
保
安
部
で
は
、
孤
島
や
岬
の
先
端
で
黙
々
と
海
を

照
ら
す
灯
台
の
意
義
に
つ
い
て
、
灯
台
の
仕
組
み
や
歴
史
な
ど

を
学
び
つ
つ
、
海
上
交
通
安
全
に
つ
い
て
子
供
た
ち
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
灯
台
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
灯
台
の
灯

を
守
る
意
味
に
つ

い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
、
北
九
州
市
立

若
松
図
書
館
の
ご

厚
意
に
よ
り
灯
台

講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
座
で
は

若
松
航
路
の
始
ま

り
と
と
も
に
、
北

九
州
市
若
松
区
及

び
戸
畑
区
民
か
ら

「
ど
ん
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
か
」
と
質
問
の
多
い
牧
山

船
舶
通
航
信
号
所
に
つ
い
て
も
運
用
開
始
か
ら
の
歴
史
的
意
義

を
伝
え
る
た
め
、
冬
休
み
期
間
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
集
い

や
す
い
図
書
館
の
中
で
講
座
を
実
施
し
、
冬
休
み
の
課
題
に
も

活
用
し
て
も
ら
え
る
場
と
し
ま
し
た
。

　

若
松
区
内
全
小
学
校
全
児
童
向
け
に
チ
ラ
シ
を
発
送
し
た
と

こ
ろ
、
同
図
書
館
に
は
事
前
に
２３
名
の
参
加
希
望
の
申
込
が
き

て
い
ま
し
た
。
講
座
の
実
施
中
、
図
書
館
司
書
の
方
々
が
受
付

や
子
供
達
の
対
応
を
積
極
的
に
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
内
容
】

１
　 

実
施
日
及
び
場
所 

　

１２
月
２６
日（
火
）　

１
３
１
５
～
１
５
１
５ 

　

北
九
州
市
立
若
松
図
書
館（
洞
海
湾
が
一
望
で
き
る
図
書
館
）

２
　
実
施
内
容

⑴
　
灯
台
講
座
　
１
３
１
５
～
１
４
１
５

①
　
灯
台
の
し
く
み
説
明
会
（
写
真
１・２
）

わ
く
わ
く
灯
台
塾

わ
く
わ
く
灯
台
塾
inin
若
松
図
書
館

若
松
図
書
館

		

・

・

・
冬
休
み
の
灯
台
講
座
と
工
作
教
室
・

・

・

・

・

・
冬
休
み
の
灯
台
講
座
と
工
作
教
室
・

・

・

��

若
松
海
上
保
安
部

若
松
海
上
保
安
部

これは図書館館長と製作した参加者募集のチラシ
です。
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交
通
担
当
次
長
に
よ
り
、
灯
台
の
歴
史
～
灯
器
の
説
明
、
牧

山
船
舶
通
航
信
号
所
の
紹
介
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
大
人
だ
け
で

な
く
小
さ
な
子
供
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
と
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン

タ
を
利
用
し
た
光
を
遠
く
に
届
け
る
原
理
の
説
明
に
は
多
く
の

子
供
た
ち
が
興
味
津
々
で
、
自
然
と
次
長
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で

い
ま
し
た
。

　

６
等
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
内
に
は
実
際
に
電
球
交
換
器
を
設
置

し
、
ほ
の
か
に
美
し
い
光
が
暖
か
く
子
供
た
ち
を
照
ら
し
て
い

て
、
心
も
温
ま
る
光
景
で
し
た
。

②
　
灯
台
を
守
る
仕
事
の
お
話
会
（
写
真
３
）

　

最
後
の
灯
台
守
で
あ
る
、
海
上
保
安
マ
イ
ス
タ
ー
の
前
畑
正

信
氏
に
よ
る
灯
台
守
の
生
活
や
役
割
の
お
話
会
で
は
、
か
つ
て

イ
ン
フ
ラ
も
自
分
た
ち
で
維
持
し
、
孤
島
で
生
活
し
て
い
た
こ

と
が
話
さ
れ
る
と
、
特
に
大
人
た
ち
が
感
心
し
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
に
は
今
の
水
や
電
気
が
普
通
に
使
え
る
生
活

写真 1

写真 2

写真 3
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子
供
た
ち
は
圧
着
工
具
の
使
い
方
に
初
め
は
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
ど
ん
ど
ん
配
線
を
つ
な
い
で
い
ま
し

た
。
完
成
し
て
灯
火
が
点
灯
す
る
と
う
れ
し
い
歓
声
が
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
七
色
に
光
る
も
の
を
使
用
し

て
い
ま
す
の
で
、
白
い
ク
ラ
フ
ト
灯
台
に
よ
く
映
え
て
い
ま
し

た
。）。

　

併
せ
て
廃
棄
予
定
の
半
導
体
を
利
用
し
て
、
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
の

体
験
も
行
い
ま
し
た
が
、
女
子
児
童
に
大
変
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

と
な
り
、
講
師
と
し
て
対
応
す
る
職
員
た
ち
も
と
て
も
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

②�

　
不
思
議
な
船
の
折
り
紙

教
室
（
初
級
コ
ー
ス
）（
写

真
６・７
）

　

海
上
保
安
マ
イ
ス
タ
ー
前

畑
氏
に
よ
る
両
面
コ
ピ
ー
し

た
台
紙
を
利
用
し
た
、
船
の

折
り
紙
教
室
を
小
学
校
低
学

年
以
下
対
象
に
行
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
前
畑
氏
の

話
を
良
く
聞
き
な
が
ら
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
ど
ん
ど
ん
折

が
当
た
り
前
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
よ
と
い
う
話
も
さ
れ
て
お

り
、
メ
モ
を
と
る
小
学
高
学
年
の
女
子
児
童
も
い
ま
し
た
。

⑵
　
工
作
教
室
　
１
４
１
５
～
１
５
１
５

①
　
光
る
ミ
ニ
灯
台
製
作
（
上
級
コ
ー
ス
）（
写
真
４・５
）

　

あ
ら
か
じ
め
当
管
区
所
管
灯
台
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作

成
（
２０
基
ほ
ど
）
し
て
お
き
、
子
供
た
ち
が
選
ん
だ
灯
台
に
電

池
ボ
ッ
ク
ス
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
端
子
を
圧
着
し
て
つ
な
ぎ
、
実
際
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
灯
塔
に
灯
る
よ
う
な
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

写真 5

写真 4

写真 6
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及
啓
発
の
場
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

講
座
終
了
時
間
と
な
っ
て
も
質
問
や
機
器
を
見
た
い
と
い
う

声
も
あ
り
、「
な
か
な
か
帰
ら
れ
な
い
親
子
連
れ
も
多
く
、
有

意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。」
と
同
図
書
館
館
長
か
ら
も
御

礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
松
海
上
保
安
部
で
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
多
く
の
市
民
の

笑
顔
を
目
の
当
た
り
に
し
、
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
に
灯
台
と

海
上
保
安
庁
の
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

り
進
め
て
い
ま
し

た
。
１
隻
折
り
終
え

る
と
、
も
う
１
つ
折

り
た
い
と
要
望
も
多

く
、
難
し
い
折
り
方

に
か
か
わ
ら
ず
１
人

で
２
隻
、
３
隻
完
成

さ
せ
る
子
供
も
い
ま

し
た
。

３�
　
そ
の
他
（
写
真

８・９
）

　

今
回
の
ノ
ベ
ル
テ

ィ
は
職
員
製
作
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
灯
器
を

並
べ
た
写
真
を
使
っ
た
カ
ー
ド
は
ま
さ
し
く
ク
リ
ス
マ
ス
風
で

お
母
さ
ま
方
に
人
気
で
し
た
。

併
せ
て
パ
ネ
ル
展
示
も
行
い
、
灯
台
に
関
す
る
理
解
を
十
分
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

   

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
子
供
達
に
灯
台
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
講
座
と
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

付
添
の
父
兄
か
ら
も
高
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
海

の
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
海
上
保
安
思
想
の
普

写真 7

写真 8

写真 9
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海
上
保
安
学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
生
（
２
年
生
）

２１
名
は
、
令
和
５
年
１１
月
６
日（
月
）に
当
校
小
型
船
舶
操
縦
教

官
室
の
協
力
を
得
て
、
実
習
船
「
あ
お
ば
」
に
乗
船
の
上
、
舞

鶴
港
内
で
の
実
習
を
、
１１
月
１３
日（
月
）に
は
第
八
管
区
海
上
保

安
本
部
交
通
部
及
び
舞
鶴
海
上
保
安
部
の
協
力
を
得
て
、
空
山

Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
及
び
舞
鶴
浮
標
置
場
に
お
い
て
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

舞
鶴
港
内
で
の
実
習
は
、
港
則
法
に
基
づ
く
航
路
や
航
路
標

識
、
港
湾
施
設
、
港
内
船
舶
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
学
生

達
は
、
船
舶
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
航
路
標
識
の
重
要
性
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
使
用
し
て
灯

浮
標
の
位
置
を
測
定
し
、
告
示
位
置
と
の
誤
差
を
確
認
す
る
こ

と
で
振
れ
回
り
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
海
の
道
し
る
べ
と
な
る

航
路
標
識
の
保
守
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

空
山
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
の
実
習
で
は
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
交
通

課
職
員
か
ら
保
守
や
無
線
検
査
な
ど
で
使
用
す
る
ス
ペ
ク
ト
ル

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
等
各
種
測
定
機
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て
学
ん
だ

ほ
か
、
測
定
器
を
守
る
た
め
の
「
減
衰
器
」
の
重
要
性
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　

舞
鶴
浮
標
置
場
で
の
実
習
で
は
、
陸
揚
げ
さ
れ
た
灯
浮
標
を

初
め
て
間
近
で
見
て
、
灯
浮
標
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
と
と

も
に
、
接
環
の
分
解
・
組
み
立
て
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
第
八

管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
整
備
課
の
方
か
ら
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
、
灯
浮
標
に
移
乗
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
安
全
管
理
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
現
場
の
交
通
課
等
で
の
業
務
に
直
結
す
る
実
習
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
達
は
熱
心
に
質
問
す
る
な
ど
真
剣
に
実

習
に
取
り
組
み
、
授
業
で
学
ん
で
き
た
こ
と
の
更
な
る
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
現
場
に
即
す
る
実
習
は
、
管
区
本
部
及
び
部
署

の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
実
施
は
困
難
で
あ
り
、
将
来
を
担

う
学
生
の
育
成
の
た
め
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
足
ら
ず
と
な
り
学
生
達
も

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
の
校
外
実
習

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
の
校
外
実
習

　
　
　
～
初
め
て
間
近
で
見
た
灯
浮
標
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ

～
初
め
て
間
近
で
見
た
灯
浮
標
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
‼‼
～～

��

海
上
保
安
学
校

海
上
保
安
学
校  

航
行
援
助
教
官
室

航
行
援
助
教
官
室
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現
場
へ
の
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
一
日
一
日
の
学
校
生

活
を
大
切
に
過
ご
し
な
が
ら
現
場
赴
任
へ
向
け
、
少
し

ず
つ
成
長
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
実
習
に
参
加
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム

課
程
６
名
の
学
生
の
感
想
を
次
の
と
お
り
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
実
習
参
加
学
生
の
感
想
】

～�

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ａ　

今
田　

佑
飛　

学

生
～

　

今
回
の
実
習
で
は
、
授
業
中
に

話
を
聞
く
の
と
実
際
に
見
て
学
ぶ

の
で
は
印
象
の
残
り
方
が
違
う
と

感
じ
ま
し
た
。

　

実
習
前
は
、
海
上
保
安
部
交
通

課
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
実
習
を
通
し
て
前
よ
り
も
現

場
で
自
分
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
イ
メ
ー
ジ

が
湧
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

交
通
課
が
灯
台
や
灯
浮
標
の
保
守
・
整
備
を
行
う
こ

と
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
実
習
船
で
港
内

に
出
て
み
る
と
、
舞
鶴
港
内
だ
け
で
も
多
く
の
灯
浮
標

標体の見学の様子

灯浮標位置測定の様子

接環の分解等の様子

機器測定の様子
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だ
と
思
い
、
現
場
に
出
る
こ
と
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ａ　

岸
本　

祥
生　

学
生
～

　

私
の
採
用
管
区
が
第
八
管
区
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
実
際
に
現
場
に
出
て
舞
鶴
港

内
の
灯
浮
標
等
を
点
検
す
る
こ
と
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
た
め
、
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

舞
鶴
港
内
の
灯
浮
標
等
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
灯
浮
標
の

大
き
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
が
、
灯
浮
標
の
揺
れ
に
一
番
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

波
の
影
響
で
揺
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
位
の
揺
れ
だ
と
飛

び
乗
れ
る
と
聞
き
現
場
に
出
て
、
自
分
が
灯
浮
標
に
飛
び
乗
る

こ
と
を
考
え
る
と
腰
が
引
け
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
命
を
一

番
に
考
え
安
全
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
与
え
ら
れ
た
仕
事

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
実
習
で
は
舞
鶴
港
内
を
実
習
船
で
回
り
灯
浮

標
を
間
近
で
見
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
定
器
を
使
い
告
示
位
置
と
測
定

し
た
位
置
の
差
を
測
定
し
て
み
ま
し
た
。

　

測
定
結
果
と
し
て
、
告
示
位
置
と
測
定
位
置
と
の
差
は
約
３５

ｍ
で
し
た
。
私
の
予
想
で
は
数
十
ｃ
ｍ
く
ら
い
か
と
予
想
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
の
予
想
よ
り
も
離
れ
て
お
り
驚
き
ま
し
た
。

が
あ
り
驚
く
と
と
も
に
、「
担
任
水
域
内
の
す
べ
て
の
灯
浮
標

を
点
検
す
る
の
に
骨
が
折
れ
る
の
で
は
？
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

灯
浮
標
に
近
づ
い
て
み
る
と
意
外
に
大
き
く
、
波
に
よ
り
揺

れ
て
お
り
教
官
か
ら
灯
浮
標
の
上
に
登
っ
た
り
中
に
入
っ
て
作

業
す
る
と
聞
き
、
命
が
け
の
仕
事
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
整
備
課
の
方
か
ら
、
灯
浮

標
で
作
業
す
る
際
の
危
険
な
箇
所
や
整
備
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
習
前
よ
り
は
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
卒
業
後
の
最
初
の
配
属
先
は
船
を
希
望
し
て
い
ま
す

が
、
２
年
後
は
陸
上
勤
務
に
な
り
海
上
保
安
部
交
通
課
に
配
属

と
な
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
灯
浮
標
に
関
す
る

知
識
や
保
守
・
整
備
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
少
し
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

現
場
赴
任
ま
で
残
り
約
３
か
月
と
な
り
不
安
ば
か
り
あ
り
ま

す
が
１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご
し
、
日
々
精
進
で
き
る
よ
う
に

積
極
的
に
授
業
や
残
り
の
実
習
に
取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
教
官
に
聞
い
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ
現
場
赴
任
に

向
け
て
準
備
し
た
い
で
す
。

　

交
通
課
の
職
員
が
灯
台
や
灯
浮
標
の
保
守
・
整
備
を
行
う
こ

と
で
海
を
航
海
す
る
人
々
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
寄
与
で

き
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
仕
事
も
や
り
が
い
の
あ
る
立
派
な
仕
事
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海
が
時
化
て
い
る
と
き
に
灯
浮
標
に
移
乗
す
る
際
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
せ
ず
に
落
水
し
た
事
故
も
過
去
に
発
生
し

て
い
る
の
で
、
私
が
現
場
に
配
属
さ
れ
同
様
の
作
業
を
す
る
際

に
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
墜
落
制
止
用
器
具
を
し
っ
か
り

と
身
に
着
け
、
安
全
第
一
で
細
心
の
注
意
を
払
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
３１
期
は
卒
業
ま
で
あ
と
３
か
月

を
切
り
、学
校
で
学
ぶ
時
間
も
あ
と
少
し
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
別
の
校
外
実
習
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
座
学
で
は
学

べ
な
い
よ
り
現
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
活
動
が
で
き
る
の
で
、
現

場
で
働
く
方
々
や
教
官
方
の
説
明
さ
れ
た
言
葉
を
一
つ
一
つ
忘

れ
な
い
よ
う
重
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
メ
モ
を
取
り
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
質
問
を
し
て
自
分
の
身
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
海
上
保
安
官
の
業
務
の
一
部
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
海
上
保
安
官
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
く
と
い
う
実
感
も
湧
い
て
き
て
意
識
向
上
に
繋
が
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

学
ん
だ
知
識
を
現
場
で
活
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

今
回
の
実
習
や
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
現
場
に
出

て
も
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ａ　

下
田　

和
樹　

学
生
～

　

今
回
、
実
習
船
「
あ
お
ば
」
に
乗
船
し

灯
浮
標
や
灯
標
を
初
め
て
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
見
る
灯
浮
標
は
、
自
分
が
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
た
も
の
よ
り
大
き
く
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
部
交
通
課
の
職
員
が
、
定
期
的
に
灯
浮
標
の
中
に

入
り
整
備
を
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

自
分
が
実
際
に
点
検
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
見
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
鳥
の
糞
の
影
響
に
よ
り
灯
浮
標
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
充
電
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、
結
果
、
灯
浮
標
が
消
灯
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
ら
し
く
、
掃
除
な
ど
も
重
要
な
整
備
に

な
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

灯
浮
標
毎
に
色
や
灯
器
の
光
り
方
が
異
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
、
現
場
で
業
務
を
す

る
上
で
そ
れ
ら
の
意
味
を
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
実
感
し
ま
し
た
。
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現
場
を
見
据
え
海
上
保
安
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
少
な
い
陸

上
の
業
務
に
つ
い
て
、
現
場
の
方
か
ら
生
の
声
を
聞
き
、
直
に

質
問
で
き
、
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
場
配
属
ま
で
あ
と
残
り
３
か
月
あ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
に
現

場
で
通
用
す
る
レ
ベ
ル
の
知
識
・
知
恵
を
会
得
し
、
自
身
を
高

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ｂ　

田
島　

遼
人　

学
生
～

　

今
回
の
実
習
は
、
早
け
れ
ば
初
任
地
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
海
上
保
安
部
交
通
課

の
業
務
に
対
す
る
心
構
え
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
空
山
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
で
は
、
無

線
検
査
に
向
け
て
行
う
べ
き
準
備
や
測
定
機
器
を
取
り
扱
う
上

で
の
注
意
点
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
無

線
検
査
は
、
巡
視
船
の
通
信
科
に
お
い
て
も
実
施
す
る
た
め
、

現
場
赴
任
が
迫
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
現
場
で
の
業
務
に

直
結
す
る
内
容
を
伺
う
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

舞
鶴
浮
標
置
場
で
は
、
座
学
に
お
い
て
理
解
し
き
れ
な
か
っ

た
灯
浮
標
点
検
時
の
危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
、
実
際
の
標
体
や

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ｂ　

杉
山　

潤　

学
生
～

　

Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
で
は
、
学
校
内
で
使
用

す
る
測
定
機
器
と
は
操
作
方
法
が
異
な
る

測
定
機
器
を
使
用
し
、
空
中
線
電
力
や
ス

プ
リ
ア
ス
の
強
度
等
の
測
定
を
行
っ
た
ほ

か
、
設
備
の
二
重
化
に
よ
り
障
害
や
機
器

の
故
障
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
の
運
用
を
停
め

な
い
構
造
・
機
構
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
局
に
混
信
や
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
空
中
線
の
配
置
に

つ
い
て
実
際
に
見
学
し
、
空
中
線
の
指
向
特
性
に
つ
い
て
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浮
標
置
場
で
は
陸
揚
げ
さ
れ
た
灯
浮
標
を
間
近
で
見

て
、
そ
の
大
き
さ
と
特
に
そ
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
船
か
ら

み
る
と
灯
浮
標
の
半
分
ほ
ど
が
海
面
か
ら
顔
を
覗
か
せ
、
そ
れ

だ
け
で
も
大
き
い
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
と
同
じ
大
き
さ
の
構
造

物
が
海
中
に
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
“
氷
山
の
一
角
”
と
い
っ
た
感

じ
で
、
灯
浮
標
が
ど
れ
だ
け
大
き
い
か
そ
の
サ
イ
ズ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

灯
浮
標
の
内
部
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
、
灯
器
の
消
費
電
力
に
応

じ
た
蓄
電
池
の
数
を
多
く
置
け
る
よ
う
な
工
夫
さ
れ
た
造
り
に

な
っ
て
お
り
、
海
上
か
ら
見
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
ま
し
た
。
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が
ど
の
よ
う
な
装
置
で
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
わ

か
り
ま
し
た
。
併
せ
て
無
線
検
査
の
測
定
方
法
も
教
え
て
い
た

だ
き
、
測
定
器
を
壊
さ
な
い
た
め
「
測
定
器
と
陸
上
局
装
置
の

間
に
減
衰
器
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
な
い
。」
と
い
っ
た
注
意
点

や
測
定
の
要
領
が
わ
か
り
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
で
無
線
検
査

を
受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
あ
る
の
で
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
舞
鶴
浮
標
置
場
で
は
、
置
い
て
あ
る
灯
浮
標
が
想
像
し

て
い
た
よ
り
も
大
き
く
、
標
体
の
中
に
入
っ
た
り
触
れ
た
り
で

き
た
の
で
、
現
場
で
の
点
検
作
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
整
備
課
の
方
か
ら
、

点
検
時
の
危
険
箇
所
や
注
意
点
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

現
場
配
属
に
向
け
て
安
全
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
を
終
え
、
現
場
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
知
識
不
足

だ
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
授
業
で
聞
い
た
知
識
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
場
で
海
上
保
安
官
と
し
て
働
く
イ
メ
ー
ジ
も
少
し
ず
つ
で

き
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
場
で
働
く
自
分
を
想
像
し
な
が
ら
日
々
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鉄
鎖
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

危
険
な
作
業
を
実
施
す
る
の
は
巡
視
船
艇
乗
組
員
で
あ
る
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
実
習
に
よ
り
、
灯
浮
標

の
保
守
・
整
備
に
お
い
て
も
危
険
を
伴
う
業
務
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
実
習
は
、
座
学
で
得
た
知
識
の
再
確
認
が
で

き
る
と
と
も
に
、
現
場
の
仕
事
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
自
分
が
任
さ
れ
る
仕
事
の
や
り
が
い
や
責
任
等
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
在
学
中
に
現

場
を
意
識
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
点
は
、
教
官
等
に
伺
う
な
ど
今
後
も
現
場
に
関

す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
約
３
か
月
後
に
迫
っ
た
現
場
赴
任
に

備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３１
期
Ｂ　

宮
尾　

航
平　

学
生
～

　

今
回
の
実
習
は
、
普
段
学
校
の
授
業
な

ど
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
装
置
や
、
授

業
で
得
た
知
識
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
の
中
で
海
上
保
安
部
交
通
課
の
方

や
教
官
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
で
は
Ａ
Ｉ
Ｓ
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ジ
ョ
セ
フ
・
デ
ィ
ッ
ク

　

角
島
灯
台
の
レ
ン
ガ
造
の
退
息
所
（
官
舎
）
は
、
昭
和
６１
年

４
月
に
無
人
化
さ
れ
た
後
、
旧
豊
北
町
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
現

在
角
島
灯
台
記
念
館
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
入
る
と
、
最
初
の
部
屋
に
は
ジ
ョ
セ
フ
・
デ
ィ
ッ
ク
（
以
下

デ
ィ
ッ
ク
氏
）
の
像
が
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

１６
）。
デ
ィ
ッ
ク
氏
は
、

技
師
と
し
て
角
島
灯
台
の

建
設
に
た
ず
さ
わ
り
、
完

成
後
も
角
島
に
留
ま
り
燈

明
番
教
授
方
と
し
て
燈
明

番
（
灯
台
職
員
）
の
育
成

や
指
導
に
力
を
注
い
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

角
島
灯
台
（
後
編
）

灯 

台 

研 

究 

生

デ
ィ
ッ
ク
氏
の
在
籍
当
時
の
記
録
資
料
を
見
る
と
、
彼
は
技
師

（Engineer

）
で
は
な
く
灯
台
保
守
員
（lightkeeper

）
と
し

て
雇
用
さ
れ
、
角
島
灯
台
完
成
後
に
は
別
の
灯
台
に
在
籍
し
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
雇
い
灯
台
保
守
員
の
中
で
、
な

ぜ
デ
ィ
ッ
ク
氏
だ
け
が
灯
台
を
建
設
し
た
技
師
と
さ
れ
、
人
形

像
ま
で
作
ら
れ
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

デ
ィ
ッ
ク
氏
は
、
明
治
政
府
が
採
用
し
た
最
初
の
お
雇
い
灯

台
保
守
員
の
一
人
で
し
た
。
工
部
統
計
志
燈
臺
之
部
の
記
録
に

よ
れ
ば
、
明
治
２
年
９
月
１４
日
（
１
８
６
９
年
１０
月
１８
日
）
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

のLittle Ross

灯
台
に
てA

ssistant lightkeeper

（
灯
台
保

守
補
員
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
に
保
管
の
灯
台
保
守
員
記
録

（lightkeeper Register

）（
図
１７
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
２
年

の
就
労
後
にPrincipal lightkeeper

（
灯
台
首
員
）
に
格
上

げ
さ
れ
来
日
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
よ
り
１
歳
年
下
の
１
８
４

２
年
生
ま
れ
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
出
身
の
２７
歳
の
青
年
灯
台
保
守

員
で
し
た
。

　

デ
ィ
ッ
ク
氏
は
、
日
本
で
は
角
島
灯
台
の
ほ
か
伊
王
島
、
剱

埼
、
野
島
埼
の
各
灯
台
に
燈
明
番
（
後
に
燈
明
番
教
授
方
）
の

職
名
で
勤
務
し
て
い
た
事
実
が
、
大
隈
文
書
の
灯
台
職
員
在
籍

記
録
、
英
字
新
聞 JA

PA
N
 W
EEK

LY
 M
A
IL 

の
灯
台
訪

図－16　�角島灯台記念館のジョセフ･
ディック像
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Joseph

、１
８
７
２
年
横
浜
外
人
居
留
地
４３
番
地
生
のJohn

、

１
８
７
３
年
横
浜
弁
天
生
のCatherine

の
４
人
の
子
供
を
も

う
け
て
い
ま
す
。
子
供
の
出
生
地
か
ら
、
妻
の
ジ
ェ
シ
ー
は
１

８
７
０
年
以
降
に
来
日
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
彼
女
は
、１
８
７
５（
明
治
８
）年
に
樫
野
埼
灯
台（O

shim
a

）

か
ら
４
人
の
子
供
と
共
に
帰
国
し
、
以
降
デ
ィ
ッ
ク
氏
の
も
と

に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
デ
ィ
ッ
ク
氏
は
、
角
島
灯
台
建
設
中
の

明
治
８
年
に
樫
野
埼
灯
台
に
居
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ

の
明
治
８
年
頃
に
デ
ィ
ッ
ク
氏
は
懲
戒
処
分
を
受
け
降
格
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
立
公
文
書
館
蔵
工
部
省
第
三
回
年
報
燈
台
局
報

告
に
あ
る
明
治
１０
年
の
灯
台
視
察
船
明
治
丸
の
灯
台
視
察
報
告

に
は
、
野
島
埼
灯
台
の
報
告
に
次
の
一
文
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
先
般 

暴
風
ノ
節 

破
船
困
難
人
ヲ
救
助
ス
ル
ガ
為
メ 

デ
ッ
ク
氏

並な
ら
び

日
本
番
人
等
盡じ

ん

力り
ょ
くシ 

又
デ
ッ
ク
氏
ハ
私
資
ヲ
抛

な
げ
う

チ
衣
食
旅

費
等
ヲ
供
與

（
与
）

シ
タ
リ

同
氏
ハ
凡

お
よ
そ

二
ヶ
年
前
懲
戒
ノ
タ
メ
二
等
灯
明
番
ニ
降
級
セ
ラ

レ
シ
ニ 

爾
後 

品
行
端
正
ニ
シ
テ 

同
氏
在
勤
ノ
灯
台
孰い

ず

レ
モ
取

締
方
行
届
タ
リ 

依
テ
一
等
ヘ
復
職
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
懇
望
ス

　

降
格
処
分
を
受
け
た
灯
台
で
、
そ
の
後
も
長
期
間
勤
務
す
る

問
記
事
、
明
治
丸
灯
台
視
察
報
告
な
ど
当
時
の
記
録
資
料
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。
デ
ィ
ッ
ク
氏
の
娘
山
本
あ
い
氏
の
著
書
「
追

想
録
」
に
は
、
神
子
元
島
灯
台
、
六
連
島
灯
台
に
も
勤
務
し
た

と
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
灯
台
で
の
勤
務
記
録
は
今
回
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

前
記
の
英
国
で
の
勤
務
記
録
を
始
め
、
デ
ィ
ッ
ク
氏
の
知
ら

れ
ざ
る
情
報
を
銚
子
ブ
ラ
ン
ト
ン
会
会
長
の
仲
田
博
史
様
か
ら

今
回
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仲
田
様
の
現
地
で
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
デ
ィ
ッ
ク
氏
はLittle Ross

灯
台
勤
務
時
に
１
８

４
９
年
生
のJessie W

ilson M
ilne

と
結
婚
し
、
来
日
の
前
年

に
はA
lison

と
い
う
名
の
男
の
子
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
続
い

て
１
８
７
０
年
に
妻
の
郷
里
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラPenicuik

に
て

図－17　�ディック氏の 
lightkeeper Register 

（仲田博史様提供資料）
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ま
り
豊
か
な
ら
ざ
る
生
活
の
如
く
見
受
け
ら
れ
る
と
答
へ
た
。

其
れ
を
聞
い
て
ポ
ケ
ッ
ト
よ
り
十
圓え

ん

紙
幣
一
枚
抜
き
と
り
之
を

彼
に
渡
し
て
呉
れ
と
託
し
て
辞
去
し
た
。
其
時
彼
は
折
悪
し
く

沖
へ
漁
業
に
出
て
居
た
の
で
帰
宅
後
其
趣
を
傳つ

た

へ
る
と
舊

（
旧
）

主
人

の
厚
き
温
情
を
喜
ぶ
と
共
に
態
々
来
島
し
た
二
十
年
前
の
舊
主

人
に
會

（
会
）

ふ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
泣
い
て
惜
し
ん
だ
。

汽
船
の
ボ
ー
イ
に
大
枚
十
銭
の
ポ
チ
、
旅
館
か
ら
十
銭
の
茶
代

に
立
派
な
受
取
が
来
る
時
代
の
十
圓
は
大
金
で
あ
っ
た
。

　

明
治
３３
年
当
時
か
ら
既
に
デ
ィ
ッ
ク
氏
が
角
島
灯
台
を
建
設

し
た
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
デ
ィ
ッ
ク
氏
が
灯

台
の
建
設
に
関
与
し
た
話
は
角
島
灯
台
だ
け
で
、
こ
の
よ
う
な

回
顧
録
や
島
の
言
い
伝
え
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
公
式
な
記
録
書

こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
樫
野
埼
灯
台
で
降
格
後
に

角
島
灯
台
へ
赴
任
し
た
も
の
と
判
断
し
ま
す
。
点
灯
開
始
の
翌

年
に
は
野
島
埼
灯
台
に
居
た
こ
と
か
ら
、
角
島
灯
台
に
は
竣
工

前
後
の
短
期
間
に
在
籍
し
た
だ
け
と
な
り
ま
す
。
技
師
と
し
て

角
島
灯
台
を
建
設
し
、
そ
の
後
も
灯
台
に
留
ま
り
燈
明
番
教
授

方
と
し
て
在
籍
し
た
と
い
う
話
と
大
き
く
矛
盾
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
デ
ィ
ッ
ク
氏
が
角
島
灯
台
を
建
設
し
た
と
い
う
逸

話
は
古
い
時
期
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
明
治
３２
年

か
ら
３
年
間
角
島
灯
台
に
勤
務
し
た
萩
原
新
造
（
ペ
ン
ネ
ー
ム

相
模
太
郎
）
の
燈
光
記
事
「
回
顧
片
々
六
十
年
」（
昭
和
１１
年

８
月
号
掲
載
）
に
、
デ
ィ
ッ
ク
氏
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
の
と

お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
三
十
三
年
の
或
日
、
角
島
燈と

う

臺だ
い

下
へ
四
五
十
噸
位
の
小

汽
船
が
着
い
て
一
人
の
中
老
西
洋
人
が
上
っ
て
来
た
。
そ
れ
は

同
燈
臺
を
建
設
し
た
デ
ッ
キ
氏
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
神
戸
に

て
牛
肉
輸
出
商
を
営
み
居
り
所
用
に
て
門
司
迄
来
た
が
昔
懐
か

し
き
ま
ゝ
態わ

ざ

々わ
ざ

船
を
寄
せ
て
来
訪
し
た
と
の
事
で
あ
っ
た
。
暫

く
し
て
帰
り
が
け
に
「
燈
臺
建
設
當と

う

時じ

神
戸
か
ら
帯
同
し
た
ボ

ー
イ
某
が
角
島
の
婦
人
を
妻
に
し
て
残
留
し
て
居
る
筈
だ
が
二

十
年
後
の
今
日
彼
の
消
息
を
知
ら
ず
や
」
と
の
問
で
あ
っ
た
。

兼
て
よ
り
聞
き
知
っ
て
居
た
の
で
目
下
漁
業
を
な
し
居
る
も
あ

図－18　晩年のディック氏
　　　　（著書「追想録」掲載写真）
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「
回
顧
片
々
六
十
年
」
に
は
次
の
よ
う
な
珍
事
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

角
島
燈
台
で
或
冬
の
夜
当
直
を
し
て
居
る
と 

一
時
過
ぎ
大

き
な
聲こ

え

で
「
ヤ
ア　

ヤ
ッ
ト
ル
カ
ナ　

君
は
誰
か
」 

と
来
た 

ビ
ッ
ク
リ
振
り
か
へ
れ
ば
髭
を
垂
れ
た
大
男
が
足
音
も
さ
せ
ず

に
上
っ
て
来
て
後
に
突
立
っ
て
居
る 

驚
か
ざ
ら
ん
と
欲
す
も

豈あ
に

得
べ
け
ん
や
で
あ
る
。「
俺
は
本
所
の
〇
〇
だ 

巡
廻
に
来
た
、

首
員
を
呼
べ
」
と
云
ふ
、
此
方
も
少
々
惶

お
そ
れ

は
て
非
常
号
笛
を
鳴

ら
し
た
の
で
全
員
飛
び
起
き
て
上
っ
て
来
た
、
す
る
と
又
ゴ
ホ

ン
ゴ
ホ
ン
咳
を
し
な
が
ら
一
人
の
見
知
ら
ぬ
男
が
上
っ
て
来
る 

同
行
の
×
書
記
で
あ
っ
た
、
其
夜
は
休
ん
で
翌
日
看
守
助
手
の

成
業
試
験
を
な
し
一
般
視
察
を
し
た
、
〇
氏
と
堀
首
員
と
は
昔

の
同
期
生
で
あ
っ
た
と
か 

公
務
を
了お

へ
た
其
後
は
互
に
痛
飲

夜
を
徹
し
其
翌
日
辞
去
し
た
、
冬
の
寒
い
夜
中 

海
を
渡
っ
て

の
視
察
は
思
ひ
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
後
で
聞
け
ば
看

守
助
手
の
成
業
試
験
を
兼
ね
臨
時
視
察
の
為 

十
数
ヶ
所
の
燈

台
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
書
記
は
新
任
早
々
で

あ
る
が
技
手
は
長
年
燈
台
生
活
を
し
た
者
、
単
心
不
動
燈
の
一

人
詰
燈
台
を
夜
襲
し 

燈
室
を
離
れ
て
居
た
と
云
ふ
廉か

ど

で
一
々

手
続
書
を
徴
し 

十
数
ヶ
所
視
察
し
て
七
人
か
八
人
を
譴け

ん

責せ
き

処

分
に
し
た
、
自
分
で
は
大
手
柄
を
立
て
た
心
組
で
復
命
し
た

に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
判
明
し
て
い
る
彼
の
経
歴
か
ら
は
、

壮
麗
な
角
島
灯
台
の
建
設
工
事
を
監
督
で
き
た
と
は
や
は
り
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
工
部
統
計
志
の
燈
台
附
属
外
国
人
の
記
録
に

よ
れ
ば
、
彼
は
明
治
１２
年
６
月
３０
日
付
で
燈
明
番
教
授
方
の
任

期
を
終
え
、
角
島
灯
台
を
最
後
に
灯
台
の
職
か
ら
離
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
帰
国
せ
ず
に
日
本
人
と
再
婚
し
、
３
人
の
子
供
を
も

う
け
、
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
神
戸
に
て
生
涯
を
終
え
て

い
ま
す
。

　

ジ
ョ
セ
フ
・
デ
ィ
ッ
ク
は
樫
野
埼
灯
台
で
家
族
と
別
れ
た

後
、
角
島
灯
台
に
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
度
も
勤
務
し
て

い
ま
す
。
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
か
の
よ
う
に
角
島
の
島
民
と
親

し
く
交
流
し
、
島
民
ら
は
見
慣
れ
ぬ
西
洋
人
が
慈
悲
深
く
品
行

方
正
な
振
る
舞
い
で
日
本
人
灯
台
職
員
を
育
成
す
る
姿
に
強
烈

な
印
象
を
受
け
、
角
島
灯
台
創
成
期
の
立
役
者
と
見
な
し
、
い

つ
し
か
灯
台
の
建
設
者
と
し
て
島
内
で
語
り
継
が
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
逸
話
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、

記
念
館
の
彼
の
像
に
結
晶
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

角
島
灯
台
の
珍
事

　

萩
原
新
造
（
相
模
太
郎
）
の
回
想
記
事
は
、
昭
和
初
期
の
燈

光
誌
上
に
タ
イ
ト
ル
を
変
え
何
度
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
角

島
灯
台
勤
務
時
の
回
想
記
事
は
数
多
く
、
昭
和
１１
年
１１
月
号
の
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黄つ

楊げ

の
櫛
を
用
ゐ
て
刈
る
の
で
階
段
が
出
来
た
り
、
虎と

ら

斑ふ

が
現

れ
た
り
、
ハ
イ
カ
ラ
式
の
頭
は
出
来
上
が
ら
な
い
。
ハ
イ
カ
ラ

と
云
ふ
言
葉
は
其
頃
か
ら
流
行
り
出
し
た
や
う
に
覚
へ
て
居

る
。
僕
の
前
に
在
勤
し
た
平
石
大
円
氏
（
図
１９
）
は
、
元
同
島

某
寺
の
和
尚
さ
ん
で
、
何
時
も
ク
リ
ク
リ
に
頭
を
剃
っ
て
居
た

の
で
、
首
員
の
堀
初
之
助
氏
始
め
補
員
連
も
時
々
其
れ
を
真
似

た
と
か
、
僕
が
赴
任
後
間
も
な
く
、
五
六
日
後
に
視
察
船
が
来

る
か
ら
今
剃
っ
て
置
け
ば
其
頃
は
丁
度
宜
し
い
一
分
刈
り
頭
に

な
る
か
ら
と
堀
首
員
、
寺
西
首
席
、
藤
岡
助
手
と
互
に
剃
り
合

っ
て
居
た
。
僕
も
勧
め
ら
れ
る
ま
ゝ
剃
っ
て
貰
ふ
、
イ
ヤ
ハ
ヤ

痛
ひ
の
何
の
っ
て
其
時
分
安
全
剃か

み

刀そ
り

な
ど
は
漸
く
新
聞
の
広
告

に
見
ヘ
始
め
た
位
で
バ
リ
カ
ン
も
片
田
舎
の
床
屋
ま
で
は
普
及

し
て
居
な
か
っ
た
。
僕
の
黒
い
顔
は
別
と
し
て
他
の
三
人
共
白

處と
こ
ろ、
草
間
所
長
は
内
心
頗
る
斜
め
の
御
機
嫌
で
あ
っ
た
と
伝
聞

し
た
、
其
為
か
否
か
は
分
ら
ぬ
が
本
所
在
勤
一
年
足
ら
ず
で
臺た

い

灣わ
ん

へ
行
っ
た
、
同
行
の
書
記
も
間
も
な
く
死
亡
し
た
、
尤
も
之

に
は
規
定
の
不
備
も
あ
っ
た
の
で
其
後
一
人
詰
燈
臺
の
当
直
規

定
は
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
の
様
な
不
意
打
ち
の
夜
襲
視
察
は
、
草
間
所
長
退
官
後
の

大
正
初
期
に
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
視
察
に
同
行
す
る
若
手

職
員
の
苦
労
も
相
当
で
、
当
事
者
で
あ
っ
た
高
井
恵
作
氏
の
回

想
記
事
も
燈
光
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
原
氏
の
回
想
記
事
に
は
、
辺
境
の
灯
台
な
ら
で
は
の
笑
い

話
も
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
１４
年
８
月
号
の「
坊
主
に
な
っ
た
話
」

で
す
。

　

近
年
本
職
の
和
尚
さ
ん
で
も
髪
を
剃
っ
て
居
る
の
は
稀
に
見

る
位
で
何
れ
も
バ
リ
カ
ン
で
短
く
刈
っ
て
居
る
、
現
代
で
坊
主

頭
と
云
へ
ば
一
分
刈
の
事
で
あ
る
。
以
下
は
下
ら
な
い
話
だ
が

一
面
又
當と

う

時じ

の
時
代
相
を
知
る
よ
す
が
と
も
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ

る
ま
い
。時
は
明
治
三
十
四
年
角
島
燈
臺
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

當
時
同
島
内
に
は
床
屋
が
無
か
っ
た
。
其そ

の

都つ

度ど

特こ
っ
と
い牛
迄
渡
る
の

も
億
劫
な
の
で
村
の
漁
師
中
の
器
用
な
若
者
等
を
頼
ん
で
髪
を

刈
る
の
を
常
と
し
た
。
其
れ
も
丸
型
の
刃
先
の
短
ひ
裁
縫
鋏
で

図－19　�平石大円氏（角島灯台記
念館掲示説明パネルより）
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島
灯
台
長
で
居
た
こ
と
が
、角
島
灯
台
経
歴
簿
（
燈
光
会
保
管
）

に
見
ら
れ
ま
す
。
角
島
の
浄
楽
寺
の
住
職
と
し
て
写
さ
れ
た
写

真
（
図
１９
）
が
、
角
島
灯
台
の
名
士
と
し
て
デ
ィ
ッ
ク
氏
の
写

真
と
と
も
に
角
島
灯
台
記
念
館
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
も
視
察
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
年
に
１
～
２
回
の
恒
例

の
視
察
は
、
当
時
の
灯
台
職
員
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
出
来
事

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
３４
年
新
発
田
丸
（
灯
台
視
察
船
）
来
航
の
直
前
、
四
重

心
火ほ

舎や

二
本
の
過
払
ひ
が
在
っ
た
の
を
村
上
首
員
（
堀
首
員
の

後
任
）
の
命
で
僕
が
柵
外
の
茅
株
の
中
へ
隠
し
て
置
い
た
處
、

巡
廻
員
連
が
帰
船
の
際
総
が
か
り
で
柵
外
に
出
て
キ
リ
ギ
リ
ス

を
捕
り
始
め
た
時
に
は
シ
マ
ッ
タ
と
思
ひ
な
が
ら
も
見
付
け
出

さ
れ
ず
に
済
ん
だ
わ
い
と
安
心
し
て
居
た
の
は
此
方
の
誤
り
で

あ
っ
た
。
時
間
が
あ
っ
た
の
で
僕
は
本
船
ま
で
巡
廻
員
を
見
送

っ
た
其
時
、
會
計
の
大
櫃
鉞
之
助
書
記
か
ら
「
〇
〇
君 

一ち
ょ
っ
と寸

」

と
呼
ば
れ
る
。
昔
か
ら
一
寸
来
い
に
ロ
ク
な
事
な
し
、
何
事
な

ら
ん
と
附
い
て
行
け
ば
「
先
程
キ
リ
ギ
リ
ス
を
捕
っ
た
時 

新

聞
紙
を
巻
い
た
火
舎
が
二
本 

茅
株
の
中
に
在
っ
た
。
巡
廻
事

務
も
済
ん
だ
後
な
の
で
見
逃
し
て
置
い
た
が
あ
れ
は
ど
う
し
た

の
か
」
と
聞
か
れ
、
實
は
斯か

く

々か
く

と
白
状
に
及
べ
ば
「
其
様
な
姑

息
な
事
を
せ
ぬ
よ
ふ
帰
っ
て
村
上
首
員
に
傳つ

た

へ
よ
」と
言
は
れ
、

ひ
方
で
な
い
が
頭
の
剃
り
跡
だ
け
は
際
立
っ
て
青
白
い
。
中
老

知
名
の
首
員
か
ら
二
十
二
三
の
青
年
補
員
と
茲こ

こ

に
四
人
の
大
入

道
が
出
来
上
が
っ
た
譯わ

け

だ
。
處

と
こ
ろ

が
予
定
は
外
れ
て
五
六
日
後
に

来
る
筈
の
視
察
船
が
出
し
抜
け
に
其
翌
日
来
て
し
ま
っ
た
。
此

れ
は
、
と
一
同
頭
を
撫
で
て
見
て
も
追
い
つ
か
な
い
、
視
察
員

を
海
岸
に
迎
へ
た
時
は
帽
子
に
手
を
か
け
た
だ
け
で
ゴ
マ
カ
シ

た
が
、
応
接
間
へ
来
て
か
ら
挨
拶
を
す
る
四
つ
の
入
道
頭
を
見

詰
め
た
視
察
員
一
同
口
を
あ
ん
ぐ
り
呆
れ
て
物
が
言
へ
ぬ
と
は

此
ん
な
時
の
こ
と
か
。
や
が
て
其
内
の
一
人
が
吹
き
出
し
て
し

ま
っ
た
。
次
ひ
で
他
の
一
人
が
、
官
吏
た
る
べ
き
も
の
が
四
人

揃
っ
て
ク
リ
ク
リ
坊
主
に
な
る
と
は
体
面
に
係
わ
り
は
せ
ぬ
か

と
の
説
も
出
た
。
堀
首
員
は
床
屋
の
無
い
片
田
舎
で
頭
を
剃
っ

た
位
で
は
体
面
に
係
る
程
の
事
も
あ
る
ま
い
。
本
所
の
〇
〇
技

手
は
始
終
坊
主
で
居
る
で
は
な
い
か
と
弁
解
す
る
。
視
察
員
の

一
人
曰
く
○
○
技
手
は
病
的
に
毛
が
生
へ
な
い
の
で
止
む
を
得

ず
坊
主
に
な
っ
て
居
る
ア
レ
は
例
外
だ
と
言
は
れ
た
が
其
以
上

お
叱
事
も
な
か
っ
た
。

　

文
中
の
平
石
大
円
氏
は
、
明
治
２１
年
７
月
に
臨
時
手
伝
見
習

と
し
て
角
島
灯
台
で
採
用
さ
れ
、
１
年
２
ヶ
月
後
に
一
旦
辞
め

た
後
、同
３１
年
１２
月
か
ら
９
ヶ
月
間
再
度
角
島
灯
台
に
勤
務
し
、

各
地
の
勤
務
を
経
て
同
４５
年
４
月
か
ら
大
正
３
年
３
月
ま
で
角



—  45  —

へ
た
七
、
八
人
連
の
来
観
人
が
来
た
。
総
動
員
で
ペ
ン
キ
塗
最

中
な
の
で
縦
覧
を
断
っ
た
。
す
る
と
燈
臺
裏
側
柵
外
の
芝
地
で

酒
宴
を
始
め
た
。
此
方
は
百
尺
の
高
塔
上
で
ペ
ン
キ
塗
を
や
っ

て
居
る
、
藤
岡
助
手
な
ど
初
め
て
の
高
所
作
業
で
命
綱
に
つ
か

ま
っ
て
震
へ
て
居
る
の
に
下
で
は
放
歌
乱
舞
三
味
線
の
音
が
耳

に
つ
い
て
ウ
ル
サ
イ
事
夥
し
い
。
ソ
コ
デ
僕
は
子
供
時
代
の
イ

タ
ヅ
ラ
気
分
が
復
活
し
た
。
大
刷
毛
に
ペ
ン
キ
を
ト
ッ
プ
リ
含

ま
せ
て
力
一
杯
振
り
飛
ば
し
た
。
良
い
按
配
に
先
方
に
は
悪
い

按
配
に
風
下
で
酒
宴
の
席
上
へ
パ
ラ
パ
ラ
ッ
と
ペ
ン
キ
の
雨
、

ビ
ッ
ク
リ
総
立
に
な
っ
た
が
見
か
け
よ
り
は
人
種
が
良
か
っ
た

か
怒
り
も
せ
ず
サ
ッ
サ
と
引
上
げ
て
行
っ
た
。

　

愚
生
は
こ
れ
ま
で
角
島
灯
台
を
訪
ね
て
灯
台
の
上
か
ら
下
を

見
下
ろ
す
た
び
に
、
相
模
太
郎
の
回
想
記
事
を
思
い
出
し
、
ど

の
辺
に
ペ
ン
キ
を
振
り
飛
ば
し
た
の
か
、
ど
の
辺
り
に
火ほ

舎や

を

隠
し
た
の
か
と
、
様
変
わ
り
し
た
周
囲
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
当

時
の
情
景
を
想
像
し
、
ク
リ
ク
リ
坊
主
の
大
先
輩
達
に
思
い
を

馳
せ
て
き
ま
し
た
。

角
島
灯
台
を
訪
ね
て

　

愚
生
は
角
島
灯
台
に
は
四
季
を
通
じ
て
訪
ね
て
い
ま
す
。
角

島
灯
台
の
入
口
前
に
立
つ
と
、
先
ず
頭
上
に
掲
げ
ら
れ
た
記
念

冷
汗
を
か
い
て
引
き
下
が
ろ
ふ
と
す
る
と
、
傍
か
ら
庶
務
の
城

漸
書
記
が
「
何
故
其
時
出
さ
な
か
っ
た
か
」
と
詰
じ
れ
ば
「
ナ

ア
ー
ニ
、
巡
廻
も
済
ん
だ
後
で
も
あ
り
、
君
が
又
例
の
看
守
イ

ヂ
メ
を
遣
る
と
村
上
が
可
愛
想
だ
か
ら
」「
何
！
例
の
看
守
イ

ヂ
メ
と
は
怪
し
か
ら
ん
」
と
城
さ
ん
イ
キ
リ
立
っ
た
が
、
ち
ょ

う
ど
其
時
船
員
か
ら
出
帆
の
注
意
が
あ
っ
た
の
で
早
々
下
船
し

て
ホ
ッ
ト
し
た
。

　

火ほ

舎や

は
、
灯
火
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
石
油
灯
器
上
に
載
せ

て
い
た
ガ
ラ
ス
製
の
筒
で
す
。
令
和
の
現
在
、
角
島
灯
台
の
柵

外
に
は
整
備
さ
れ
た
公
園
が
広
が
り
、
火
舎
を
隠
し
た
茅
株
は

も
う
あ
り
ま
せ
ん
。春
先
に
は
灯
台
裏
に
水
仙
が
咲
き
誇
り（
図

２０
）、
辺
り
一
面
に
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
灯
台
裏
で
相
模
太
郎
は
、
信
じ
難
い
イ
タ
ズ
ラ
を
行
っ
て
い

ま
す
。最
初
の「
回

顧
片
々
六
十
年
」

に
次
の
と
お
り
見

ら
れ
ま
す
。

　

或
春
の
日
、
角

島
燈
臺
へ
い
か
が

わ
し
い
女
を
混
じ

図－20　�角島灯台と水仙
　　　　（令和 5 年 2 月撮影）
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新
手
欄
ヲ
取
付
ケ 

又
塔
ノ
入
口
ヘ
記
念
額
ヲ
掲
ゲ
タ
リ

　

明
治
丸
の
灯
台
視
察
報
告
に
よ
れ
ば
、
角
島
灯
台
の
記
念
額

と
ら
せ
ん
階
段
の
手
摺
り
は
、
灯
台
設
置
か
ら
２
年
後
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
当
時
は
、
日
本
官
舎
と
称

し
た
木
造
の
日
本
人
専
用
の
官
舎
が
、
今
も
あ
る
レ
ン
ガ
造
の

官
舎
に
併
設
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。角
島
灯
台
は
、ジ
ョ
セ
フ
・

デ
ィ
ッ
ク
ら
外
人
燈
明
番
教
授
方
か
ら
灯
台
の
運
用
保
守
を
直

接
教
わ
る
伝
習
灯
台
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
記
録
か
ら
再
確
認

で
き
ま
す
。

　

ら
せ
ん
階
段
の
手
摺
り
を
伝
っ
て
、
登
り
終
え
た
先
に
は
現

在
、
前
編
で
紹
介
し
た
海
上
保
安
庁
燈
台
部
工
場
製
の
回
転
機

構
が
あ
り
ま
す
。
水
銀
槽
の
台
座
に
は
、
確
か
に
燈
台
部
工
場

製
造
の
銘
板
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
工
場
が
前

身
で
あ
る
海
上
保

安
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
は
、
製
造

当
時
の
昭
和
２８
年

作
成
の
図
面（
図

２２
）が
大
切
に
保

額
（
図
２１
）
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
こ
の
記
念
額
に
つ

い
て
は
、
工
部
省
年
次
報
告
書
に
あ
る
明
治
丸
燈
台
視
察
報
告

の
明
治
１１
年
９
月
２４
日
付
の
角
島
灯
台
の
報
告
に
次
の
と
お
り

見
ら
れ
ま
す
。

角
島

一 
点
燈
器
械
及
旋
転
器
械
共
ニ
工

（
具
）
合

最
も
っ
と
も

良よ
ろ

シ 

燈
臺
官
舎
ノ
建
物
モ
修
繕
ヲ

要
ス
ル
所
ナ
シ 

尤
も
っ
と
も

當
所
ハ
現
今 

伝
習

所
ト
ナ
リ
シ
故 

日
本
官
舎
ヲ
今
少
シ

便
利
ヨ
ク
為な

ス
タ
メ 

模
様
替
ヲ
要
ス

ル
ナ
リ

一 

塔
ノ
階
段
ノ
上
部
ヨ
リ
最
下
マ
デ

図－21　角島灯台の記念額

図－22　�角島灯台回転機構図 
（海上保安試験研究セン
ター保管）

図－23　�角島灯台の灯器台 
（令和 4 年12月撮影）
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大
海
原
を
照
ら
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
光
も
間
も
な
く
新

た
な
光
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン

プ
の
製
造
は
、
昨
年
（
令
和
５
年
）
９
月
を
も
っ
て
終
了
し
、

今
あ
る
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
新
た
な
光
源
に
代
わ
り
ま
す
。

角
島
灯
台
は
灯
塔
も
レ
ン
ズ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
歴
史
的
な
古
い
灯
台
で
す
が
、航
路
標
識
と
し
て
の
光
源
は
、

常
に
時
代
の
最
先
端
の
光
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

信
頼
あ
る
光
を
通
し
て
航
行
船
舶
の
安
全
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
明
治
の
灯
台
の
話
７３　

角
島
灯
台
（
後
編
））

　

本
稿
作
成
に
当
た
り
、
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
橋
川
秋
彦

様
、
下
関
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
髙
月
鈴
世
様
、
犬

吠
埼
ブ
ラ
ン
ト
ン
会
会
長
の
仲
田
博
史
様
、
角
島
ブ
ラ
ン
ト
ン

会
幹
事
の
藤
岡
達

雄
様
に
対
し
ま
し

て
、
こ
の
場
を
借

り
て
深
謝
い
た
し

ま
す
。

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
師
走
、
当
時
門
司
海
上
保
安
部
の
次
長
で
あ
っ

た
橋
川
秋
彦
様
に
案
内
い
た
だ
き
、
回
転
機
構
と
前
編
で
紹
介

し
た
レ
ン
ズ
の
刻
印
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
際
、偶
然
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、灯
器
台
の
張
り
出
し
穴
（
図

２３
の
矢
印
）
で
し
た
。

　

こ
の
張
り
出
し
は
、
図
２２
の
図
面
に
も
記
さ
れ
て
い
た
珍
し

い
も
の
で
、
当
時
の
写
真
（
図
２５
）
も
海
上
保
安
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
電
球
が
点
灯
不
能

時
に
石
油
灯
器
へ
す
ぐ
に
切
り
換
え
る
交
換
装
置
の
石
油
灯
器

の
取
付
け
穴
で
し
た
。
灯
器
の
変
遷
の
足
跡
が
、
角
島
灯
台
の

レ
ン
ズ
の
中
で
秘
か
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

石
油
灯
器
か
ら
電
球
、
そ
し
て
今
は
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン

プ
の
光
が
、
角
島
灯
台
の
一
等
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、
日
本
海
の

図－25　�電球－石油灯器交換
装置（試験センター
保管写真）

図－24　�図22の灯器装置の 
拡大
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灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト「
特
別
賞
」の 

表
彰
式
開
催 

～
二
本
部
交
通
部
長
特
別
賞
を
新
設
！ 

福
島
県
の
中
学
生
が
受
賞
～

　

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
で
は
、

令
和
６
年
２
月
８
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
所

在
の
い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
に
お
い

て
、
福
島
海
上
保
安
部
と
合
同
で
、
第
二
管

区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
長
特
別
賞
の
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

燈
光
会
主
催
の
「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
３
」
に
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
例
年

ど
れ
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
灯
台
や
色

鮮
や
か
な
風
景
、
活
き
活
き
と
し
た
表
情
の

人
物
が
画
角
に
収
ま
り
、
見
て
い
る
人
を
笑

顔
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
以
前
か
ら
燈
光
会
に
絵
画
の
貸
出
を
依

頼
し
、
展
示
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
、
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
優
秀

な
作
品
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一

層
、
若
い
世
代
に
灯
台
に
対
す
る
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
初

め
て
特
別
賞
を
設
け
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
福
島
県
い
わ
き
市
立
平
第

二
中
学
校
２
年
の
三
ヶ
田
幸
介
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
三
ヶ
田
さ
ん
は
、
終
始
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
賞
状
を
受
け
取

り
、
拍
手
が
起
こ
る
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑

顔
を
見
せ
、「
小
さ
い
頃
、
家
族
と
訪
れ
た

思
い
出
の
灯
台
で
す
。
う
れ
し
い
で
す
。」

と
コ
メ
ン
ト
し
、
表
彰
式
を
通
し
て
、
よ
り

作品名：「塩屋埼灯台」

集合写真
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に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
と
の
連
携
が
強
化

で
き
た
こ
と
か
ら
、
野
島
埼
灯
台
の
初
点
灯

日
（
明
治
２
年
１２
月
１８
日
）
か
ら
１
５
４
年

目
の
節
目
と
な
る
令
和
５
年
１２
月
１８
日
に
南

房
総
市
、
観
光
協
会
に
加
え
普
段
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
海
上
保
安
協
力
員
及
び
燈

光
会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
海
の
交
通
安
全
の

祈
り
を
込
め
て
野
島
埼
灯
台
の
レ
ン
ズ
大
掃

除
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
方
々
は
「
レ
ン
ズ
は
こ

ん
な
に
大
き
い
の
に
電
球
は
す
ご
く
小
さ
い

ん
で
す
ね
」
と
驚
き
、
数
人
毎
に
交
代
で
レ

ン
ズ
の
中
に
入
り
、
１
年
の
汚
れ
を
丁
寧
に

拭
き
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
連
携
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
南
房
総
市
か
ら
は
「
野
島
埼
灯
台
は
市

の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
、
千
葉
海
上
保
安
部

と
協
力
し
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

け
た
ら
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
今
後
も

灯
台
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
期
待
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
今
年
度
の
千
葉
海
上
保
安
部

一
層
灯
台
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
長
先
生
か
ら
は
、「
三
ヶ
田
さ

ん
は
美
術
部
に
所
属
し
て
お
り
、
美
術
部
で

頑
張
っ
て
い
る
他
の
生
徒
の
励
み
に
な
り
ま

す
。」
と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
海
上
保

安
業
務
に
対
し
て
も
関
心
を
深
く
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
今
後
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
灯
台
を
は
じ

め
、
海
上
保
安
業
務
に
よ
り
一
層
関
心
を
持

っ
て
貰
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

�

（
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
）

海
の
交
通
安
全
の
祈
り
を
込
め
て 

～
野
島
埼
灯
台
年
末
大
掃
除
～

　

千
葉
海
上
保
安
部
で
は
、
令
和
５
年
１１
月

３
日
に
野
島
埼
灯
台
「
灯
台
の
日
」
イ
ベ
ン

ト
を
南
房
総
市
及
び
観
光
協
会
と
合
同
で
実

施
し
、
特
製
の
缶
バ
ッ
ジ
を
配
布
し
来
場
者

特製缶バッジ清掃風景
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の
記
事
と
し
て
は
最
多
と
な
る
７
紙
に
掲
載

さ
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
灯

台
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
燈
光
会
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ

り
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
千
葉
海
上
保
安
部
）

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
監
視
及
び

情
報
提
供
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
！

　

平
成
３０
年
９
月
の
台
風
２１
号
の
影
響
に
よ

り
発
生
し
た
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
へ
の
船

舶
衝
突
事
故
で
甚
大
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
大
阪
湾
北
部
海
域
に
お
け
る
船
舶

の
動
静
監
視
及
び
船
舶
へ
の
情
報
提
供
体
制

を
強
化
し
ま
し
た
。

【
令
和
５
年
３
月
】

　

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
と
大
阪
湾
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図

る
観
点
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
の
管
制
機
能
を

兵
庫
県
淡
路
市
か
ら
神
戸
市
へ
移
転

【
令
和
５
年
５
月
】

　

大
阪
湾
北
部
海
域
に
、
平
時
に
お
け
る

情
報
聴
取
義
務
海
域
の
拡
大
及
び
異
常
気

象
等
時
に
お
け
る
情
報
聴
取
義
務
海
域
を

設
定

【
令
和
５
年
１０
月
】

　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
に
明
石
海

峡
航
路
の
航
路
管
制
と
阪
神
港
の
港
内
交

通
管
制
を
統
合

　

そ
し
て
、
令
和
６
年
２
月
１
日
に
阪
神
港

神
戸
区
、
大
阪
区
及
び
堺
泉
北
区
に
平
時
に

お
け
る
情
報
聴
取
義
務
海
域
を
設
定
し
、
大

阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
強
化
さ
れ
た
業

務
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
、
大
阪
湾
北
部
海

域
の
船
舶
の
動
静
を
一
体
的
に
把
握
し
、
効

果
的
、
効
率
的
に
監
視
や
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
大
阪
湾
北
部
海
域
に

お
け
る
船
舶
交
通
の
一
層
の
安
全
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ふ
く
そ
う
海
域
に
お
け
る
船
舶
交
通
の

安
全
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す

�

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）



—  51  —

国
土
交
通
大
臣
賞
を
目
指
し
た
い
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　

霧
島
市
立
舞
鶴
中
学
校
１
年
生
の
野
崎
さ

ん
は
、
絵
が
好
き
で
毎
年
の
よ
う
に
応
募
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
過
去
小
学
生
時
代
に

３
回
（
２
０
２
２
年　

銅
賞
、
２
０
２
１
年

　

銀
賞
、
２
０
１
８
年　

銅
賞
）
も
受
賞
し

て
お
り
、
通
算
４
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
長
崎
鼻
灯
台（
鹿
児
島
県
長
島
町
）

を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。「
次
は
、
国
土
交

通
大
臣
賞
を
目
指
し
ま
す
！
」
と
力
強
く
宣

言
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
般
入
賞
し
た
２
名
が
来
年
も
入
賞
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
校
長
先
生
と
会
え
る
せ
っ
か
く
の

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
、
事
前
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
、
西
交
通
部
長
か
ら
校

長
先
生
に
対
し
て
、
航
路
標
識
な
ど
の
当
庁

業
務
Ｐ
Ｒ
と
学
生
募
集
活
動
も
し
っ
か
り
と

行
い
ま
し
た
。
帰
り
際
に
す
れ
違
う
他
の
生

徒
に
対
し
て
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
Ｐ

Ｒ
す
る
場
面
も
あ
り
、
充
実
し
た
伝
達
式
と

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３ 

表
彰
伝
達
式

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
は
、
灯

台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
（
燈
光
会
主
催
）
の
中

学
生
の
部
で
銅
賞
を
受
賞
し
た
生
徒
２
名
に

対
し
て
１２
月
１４
日
に
は
薩
摩
川
内
市
立
川
内

中
央
中
学
校
、
１２
月
２１
日
に
は
霧
島
市
立
舞

鶴
中
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
校
長
先
生

立
ち
会
い
の
下
、
西
交
通
部
長
か
ら
表
彰
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。
最
初
、
生
徒
は
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

緊
張
も
と
け
て
笑
顔
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
立
川
内
中
央
中
学
校
２
年
生

の
木
屋
尾
さ
ん
は
、今
回
初
め
て
の
受
賞
で
、

佐
多
岬
灯
台
（
鹿
児
島
県
南
大
隅
町
）
を
描

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

木
屋
尾
さ
ん
は
、
部
活
も
美
術
部
に
所
属

し
、
今
回
の
佐
多
岬
灯
台
の
絵
画
は
写
真
を

見
て
描
い
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
来
年
は
、

西交通部長 野崎さん 校長先生

【霧島市立舞鶴中学校】

西交通部長 木屋尾さん 校長先生

【薩摩川内市立川内中央中学校】
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な
り
ま
し
た
。

�

（
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
）

ま
し
た
。

　

そ
の
川
口
先
生
で
す
が
、
令
和
２
年
に
種

子
島
の
中
種
子
町
立
油
久
小
学
校
で
勤
務
さ

れ
て
い
た
時
、
美
術
指
導
を
し
た
児
童
が
種

子
島
灯
台
を
描
い
て「
海
上
保
安
庁
長
官
賞
」

を
受
賞
。
そ
し
て
、
こ
の
受
賞
を
記
念
し
て

行
っ
た
種
子
島
灯
台
特
別
公
開
時
の
様
子
を

モ
チ
ー
フ
に
描
い
た
同
じ
児
童
の
絵
画
が
、

翌
年
、な
ん
と
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

町
役
場
に
は
、
２
年
連
続
で
祝
福
の
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
、
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
で
勤
務

さ
れ
て
い
た
部
長
も「
あ
っ
、あ
の
と
き
の
！
」

と
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

大
臣
賞
受
賞
の
絵
画
は
、
特
別
公
開
時
に

立
ち
会
っ
た
女
性
海
上
保
安
官
や
し
ょ
う
戒

中
に
展
示
飛
行
を
行
っ
て
く
れ
た
鹿
児
島
航

空
基
地
の
航
空
機
も
描
か
れ
て
お
り
、
川
口

先
生
は
、「
い
ろ
い
ろ
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
印
象
深
い
思
い
出
で
す
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
鹿
児
島
市
近
郊
に
は
絵
画

の
題
材
と
な
る
よ
う
な
大
型
の
沿
岸
灯
台
は

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３ 

表
彰
伝
達
式

　

鹿
児
島
海
上
保
安
部
は
、
昨
年
の
１２
月
１３

日
に
鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
の
校
長
室
に

お
い
て
、
同
校
の
校
長
先
生
立
会
い
の
下
、

燈
光
会
主
催
（
当
庁
後
援
）
の
灯
台
絵
画
コ

ン
テ
ス
ト
で
見
事
、
銅
賞
に
選
ば
れ
た
同
校

の
児
童
２
名
に
対
し
、
濵
平
部
長
が
表
彰
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

二
人
が
描
い
て
く
れ
た
の
は
、
初
点
灯
か

ら
１
５
２
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
の
本
土

最
南
端
に
位
置
す
る
佐
多
岬
灯
台
で
す
。
な

ぜ
、
二
人
と
も
行
っ
た
こ
と
も
な
い
佐
多
岬

灯
台
（
佐
多
岬
先
端
の
更
に
先
の
急
峻
な
島

に
あ
る
灯
台
）
を
題
材
に
選
ん
だ
の
か
、
ど

う
し
て
、
同
じ
小
学
校
か
ら
二
人
も
受
賞
者

が
出
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
、
美
術
指
導
を
さ
れ
た
川
口
先

生
と
話
を
す
る
中
で
納
得
の
事
実
が
判
明
し

西交通部長から校長先生へ当庁業務をＰＲ

【霧島市立舞鶴中学校】【薩摩川内市立川内中央中学校】
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あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

今
回
、
川
口
先
生
が
考

え
ら
れ
た
の
が
、
鹿
児

島
県
を
代
表
す
る
佐
多

岬
灯
台
を
題
材
に
選
ん

で
、
写
真
な
ど
を
見
せ

て
児
童
に
描
か
せ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

子
供
た
ち
の
実
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
熱

心
な
先
生
が
居
る
学
校

に
「
賞
」
が
届
く
こ
と

を
実
感
し
た
次
第
で

す
。

　

伝
達
式
で
は
、
終
始

緊
張
気
味
の
子
供
た
ち

で
し
た
が
、「
子
供
た

ち
の
笑
顔
を
撮
る
」
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
課

せ
ら
れ
た
交
通
課
の
Ｙ

官
が
、
得
意
の
変
顔
（';'）

で
子
供
た
ち
の
笑
顔
を

引
き
出
し
、
見
事
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア

ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
上
右
の
写
真
）

　

ま
た
、
伝
達
後
の
懇
談
で
は
、
子
供
た
ち

に
当
庁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
な
ど
に

加
え
、
当
部
の
業
務
や
佐
多
岬
灯
台
の
歴
史

な
ど
を
紹
介
し
た
資
料
を
手
渡
し
、
部
長
自

ら
海
図
を
使
っ
た
灯
台
の
説
明
も
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
上
左
の
写
真
）

　

今
回
の
伝
達
式
に
際
し
て
は
、
小
学
２
年

生
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
、
橋
川
次

長
が
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
子
供
向
け
の
資
料

を
作
成
し
、
大
量
の
海
保
グ
ッ
ズ
な
ど
も
準

備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
引
き
出
す
た

め
、
カ
メ
ラ
マ
ン
役
を
務
め
た
Ｙ
官
は
「
変

顔
」
の
練
習
を
す
る
な
ど
、
万
全
な
準
備
を

し
て
臨
み
、
来
年
へ
繋
が
る
地
域
連
携
が
図

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
海
上
保

安
部
は
、
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
実
り
あ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
鹿
児
島
海
上
保
安
部
）

濵平部長濵平部長 校長先生校長先生 橋川次長橋川次長

中野　心百合さん中野　心百合さん
（ 5年生）（ 5年生）

中友　稜くん中友　稜くん
（ 2年生）（ 2年生）
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眞利　研一郎 様（36歳）兵庫県姫路市在住　
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 8月11日　塩屋埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 5年 2月26日　残波岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

スタンラリー 1 周目が完了したので、 2
周目を始めました。（前回72号達成）

☆ 16か所巡った感想　
次は、 3 周目スタートします

ぺんちゃん 様　東京都在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 2年10月31日　尻屋埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 5年 3月17日　潮岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　尻屋埼灯台で見つけて

☆ 16か所巡った感想　
1 周目は 8 年かけましたが、今回は 2 年半で、楽しかったです。

今井　康悦 様 （45歳）神奈川県川崎市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 3月 4日　御前埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 5年 3月 5日　初島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　

星空の撮影のため訪れた御前埼灯台で内容を教えてもらい全国を巡ろ
うと思いました。

☆ 16か所巡った感想　
初めて行く土地ばかりでしたが、各灯台の受付の方々、地元の方々の
優しさに感動しました。ありがとうございました。

全国北から南までの16灯台巡っていただき、誠にありがとうございました。
達成者の皆様、おめでとうございます！
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ご本人様：一番左
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